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オ ッ チ ャ ス 老 の 死

- ボントック族の葬礼 と世界観-

合 田 岳 *

TheDeathofOldOdchas

A StudyontheBontokFuneralCeremonyandCosmology

TohGoDA*

Thispaperfocusesonthehmeralceremonyofan

oldmannamedOdchas,aBontokwhoresidedin

MountainProvince,NorthemLuzon,thePhilippines.

ItdetaJstheprocessofthefuneralceremony,then

discussesthecosmologyoftheBontok,whichgives

ordertotheritualprocessandkinshipbehaviors.

Although theBontokbeheveinsorcery,theyoften

ascribe such misfortunes as accidental death,

epidemics,sterility,diseaseoflivestockandcrops,

landslideand丘retoaniわ orspiritual beingsin

general.TheBontokhaveanelaboratesystem of

knowledgeaboutantto,andtheirritualsforantto

consistofmany taboos,ritual seclusion,animal

sacriace,ritualhead-hunting,mock 丘ghting and

prayer[合田 1976;1977;1979].
Unthrecently,theBontokpracticedhead-hunting,

whichnotonlyinVolvesphysicalaggressionbetween

diHerentviuagesbutiscloselyrelatedtotheirbehefin

supernatural beings.Forexample,fomdfLq,the

spntsofbeheadedenemies,arebelievedtocausea

numberofmiSfortunestotheviuagers.IntheBontok

system ofbelief,thelivingandthedeadarenot

alwaysclearlydistinguished.Anttoarebelievedtobe

presenteverywhereandtocausetroubleorevento

possesspeople.

Thedeathofafellowvillager,especiauyatthe
handsofoutsiders,isanoccasionwhentheBontok

disclosetheirinnerfeelingsofagitation,fear,hatred
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andresentment.Thisisbecausethedeathisnota

singlemiSfortunebutratherthebeginningofabattle

ofhead-hunting,asweuasanomenofa皿kindsof

misfortunes.Peopleareexcitedandproudwhentheir

feuowviuagerswina丘ghtwithpeoplefromanother

viuage,fortheybelieveitwillbringfertihtyand

prosperitytotheirvinage.

Inthislight,theirwaysofdealingwithsicknessand
deathcanberegardedaspartoftheprocessinwhich

theyclassify andinterpretmiSfortunein orderto

recoverfertihtyandprosperity.

RitualSaregeneranyseenasasystemofplanned

andformalizedsymbolicactivities.Thisistrueof

animalsacri丘ceandrecitalofmythasperfomedby
theBontok,in whichthedetailsoftheritualare

rigidlyprescribedbythecontext.Butthisisnotthe

casewith funeralS.Duringthefuneral ceremony,

peopleshouldobservearitualhohdayorte'-er.
Wh enthedayisdeclaredtobete'-er,thevinageis

closedandthewholecommunitylSCutOfffromthe

outsideworld.A rainbow orahawk允yingover

residential space,both ofwhichconsideredbad

omens,bringanhlmediateendtotheritualhouday.

Moreover,theb山ofanobjectfrom awal1inthe

houseofdeceased,thecrackingofahearth-stone,or

thedropplngOfunhuskedriceh)m thewinnowlng

basketduringafuneralceremonyarealSobadomens
thatneedtobedealtwithProperly.Antbsometimes

causeihessorpossessviuagersandcausethemto

actstrangely.

Suchunexpectedeventsduringafuneralceremony

maychangethecourseoftheritualprocess･Thus,
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onlythesystem ofknowledgethatclassiAesand
interpretstheseincidentsandwaystodealwitheach

situationisfixed,･theritual processitselfvaries

Ⅰ は じ め に

本稿は,フィリピン共和国,ルソン島北部

山地マウンテン州に居住するボントック族の

-古老の死をとりあげ,葬礼をめぐる親族行

動と全儀礼過程を詳細に報告することで,葬

礼を秩序づける彼らの世界観について考察す

ることを目的としている｡ ボントック族は,

棚田水田耕作による水稲の栽培を主たる生業

とし,同時に焼畑で豆類や芋類をつ くり,ま

と水牛,豚,鶏,犬などを飼育している｡ボ

ントック族は,東南アジアに広範に分布する,

いわゆる巨石文化複合をもつ民族の一つであ

る｡ 巨石文化複合とは,棚田水田耕作,首狩

り,動物供蟻,頭蓋崇拝,巨石記念物の建立,

威望儀礼などの文化要素をもつ民族文化を指

す [竹村 1962]｡ただしボントック族は,

たとえばインド北東部アッサム州のナガ諸族

や東インドネシア諸民族にみられるような,

威望儀礼や葬礼において巨石記念物を建立す

るという習俗は欠いている｡1)

ボントック族の儀礼は,彼らが保持してき

た首狩り慣行の象徴的表現,超自然的な霊的

存在とされるanttoに対する信仰体系などに

1)ボントック族の調査は,1974-1976年に東南ア
ジア諸国派遣留学生として,国立フィリピン
大学に留学していた時期にはじめ,その後,
1977年7-9月,1980年7-9月,1982年2-3月,
1984年8月-1985年2月の間に行なった｡本稿は,
文部省科学研究費 (海外学術調査)(研究代表
者 :合田 済,課題番号59041064)による,｢産
育慣行よりみた西オセアニア諸族の生命観の
社会人類学的研究｣の一環として行なった調査
の結果に依拠している｡
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dependingonwhathappensduringthecourseofthe
funeralceremony.

よって特徴づけられる [合田 1976;1977;

1979]｡彼 らは邪術に関する信仰 ももってい

るが,災厄の多 くはanitoの怒 りや障 りによ

って起きると信 じている.anttoのなかでも,

かつて殺 した敵のanl'toや,敵に殺された日

付の人間のanltoは,とくに強力だと信 じら

れている｡ それゆえ首狩 りの観念は,antto

がもたらすさまざまな災厄と不可分に結び付

いている｡

ボントック族の信仰体系では,生者と死者

は必ず しも画然と区別されず,antbは生者

の生活空間に重なっていたるところに存在

し,災厄をもたらし,ときに生者に潰依する

と信 じられている｡ そのため,彼らは多 くの

儀礼ごとに封鎖印をたて,忌龍もりを行う｡

かくして,空間の儀礼的な範噂区分と,それ

に対応する動物,食物,料理などの範噂区分

もまた,儀礼の重要な構成要素になっている｡

ムラ人がもっとも興奮し,恐怖,敵意,悲

念などの感情を露骨に表出するできごとの一

つは,ムラ人が死んだとき,とくに他村の者

にムラ人が殺されたときである｡彼らの危機

感は,ムラ人の死が単独の災厄ではなく,首

狩 りや他村 との対立 ･葛藤のはじまりであ

り,疫病 ･早魅 ･事故などあらゆる災厄の予

兆だということにある｡ 逆に,首狩 りに勝つ

ことは,ムラに多産 ･豊穣をもたらす喜ばし

いできごとなのである｡ それゆえ,病気や死

をめぐる人々の対応は,彼らが首狩りに代表

されるさまざまな災厄を分類 ･解釈 し,災厄

の続発を阻止 して多産 ･豊穣を回復するため

の儀礼過程とみることができる｡このことは,

同時にこうした儀礼過程に,死者の親族がど

のように関与しているかという問題を検討す

･
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るうえで も興味深 い事例 を提供 して くれ

る｡2)

儀礼は, しばしば予定され,様式化された

象徴的な行動の体系と考えられている｡確か

にボントック族の儀礼には,特定の文脈に応

じて供犠獣の種類や供犠法,詠唱すべき神話

の種類などが規定されているが,細部をみる

と,その過程は必ず しも一定 していない｡ と

いうのは,儀礼の過程で, しばしば予測不能

なできごとが起 きてくるのである｡ 虹が出た

り,鷹が居住区に飛来 したりすると凶兆だと

され,忌休 日を中止する｡ また,葬礼中に死

者の家のなかで壁から物が落ちたり,炉の石

がわれたり,箕から粗をとり落としたりする

と,やはり凶兆とされて,儀礼的な対応が必

要とされる｡ さらに,anltoの障 りによって,

ムラ人が葬礼中に曝吐や腹痛などの病気にな

ったり,悪霊による奇矯な行動を行なったり,

anttoの言葉 を告げた りする｡ そのたびに,

古老が治療に必要な儀礼や神話を決め,対処

しなくてはならない｡

したがって,固定的なのは,こうしたでき

ごとを分類 ･解釈する知識の体系と,対応の

しかたの一覧表であって,儀礼の過程そのも

のは,その期間中のできごとによって少 しず

っ異なっているのである｡以下に具体的な事

例をあげながら,葬礼を通 じて彼らの知識の

体系,すなわちボントック族の世界観に接近

してみよう｡

ⅠⅠ 調 査地 の概 況

本稿の基礎的な資料は,ルソン島北部のマ

2)ボントック族の葬礼に関する利用可能な文献

は,ボテンガン博士による トコカン村の民俗

誌的な報告,ボントック村に関する故カーウ

ェッド氏の報告,村武精一教授によるカネオ

村を中心とした広域調査の報告などがあるが,

葬礼に関する詳細な報告はまだみられない｡

図1ルソン島全図

ウンテン州,ボントック郡,マリコン村に居

住するボントック族の調査から得られた (図

1)｡マウンテン州は,209,733-クタールの

面積をもち,10の郡にわかれている｡ 東のパ

ラセリス郡とナ トニン郡には緩やかな丘陵地

帯がつづ くが,全体 として山がちで,州の

45%は急峻な山地である｡ 行政の最小の単

位はバ ランガイbardngayで,マウンテン州

には総計141のバランガイがある｡ ボントッ

ク郡の各村の人口は表 1のとおりである｡

ボン トック郡のポプラシオン♪obLacionボ

ントック町は,現在のカリンガ ･アパヤオ州,

イフガオ州,ベンゲット州などを含む旧マウ

ンテン州の時代から州都 とされ,現在 もマウ

ンテン州の州庁所在地となっている｡ただし,

人口は6千人あまりであって,州立の病院,

高校,大学などがあるけれども,小規模な町

でしかない (図2)｡

ボントック町は北ルソンを南北に縦断する

国道沿いに立地 し,古 くから北ルソン山地の

中心として開けてきたため,行政や商業の中
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表 1 ボントック郡の人口と世帯 (1980年)

Bar孟ngayI) 男性 女性 合計

BontocPoblacion2) 1,743

Bontoc壬li

Tucucan

Maligcong

Guina･ang
Mainit

Dalican

Balili

Gonogon

Bayyo

Talubin

Samoki

AlabOriente3)

AlabProper3)

Cameo

1,474
435

271

671

406

565

108

368

273

522

598

233

353

171

1,895 3,638

1,530 3,004

442 877

428 699

730 1,401

465 871

404 969

88 196

313 681

287 560

503 1,025

761 1,359

211 444

324 677

177 348

1

4

4

0

1

4

6

6

5

0

9

2

0

3

9

6

5

5

8

3

1

7

5

9

5

8

0

0

6

0

7

6

2

1

3

2

1

1

1

2

3

1

1

1

94

2,500

ll,105

1,500

1,860

3,480

955

605

768

5,777

5,688

1,577

447

313

2,941

合 計 4) 8,191人 8,558人 16,749人 3,934戸 39,610
Hectares

出所 :NationalCensusandStatisticsO氏ce,Bontoc,MountainProvince.

1)行政の末端単位｡1974年にPresidentialDecreeNo.557によって法的な制度になった｡

2)バランガイの表記には Bontocを用い,ボントック族を指すときはBontokと表記する｡

3)AlabOrienteとAlabProperは,1980年にAlabが二つのバランガイに分割されてできた｡1984

年には,さらに Bontoc壬liが BontociliとKalttitに分割されたが,この表には含まない｡

4)本表は,ボントック町役場によって1983年に最終的な数値として整理されたものである｡ただし,

この棚の単純な計算 ミスは訂正 しておいたC

心地として低地民の文化の影響が強い｡ しか

し,ボントック町から少し離れると,電気も

なく商店も稀な耗農村が展開する｡

北ルソン山地諸族に対するキリス ト教の影

響は,近年しだいに強まっているが,ボント

ック族は他の山地諸族に比べると,伝統的な

文化を比較的に強 く保持 しているということ

ができる｡ その理由には,マニラの北東約

400kmの山地に居住するという孤立的な地

理的環境とともに,ボントック族が集村形態

をとって居住 し,ムラとしての自立性が高い

という文化的な要因があげられよう｡同時に,

たとえば東隣のイフガオ族が,ダム建設や観

光開発などの開発型の行政を採用したのに比

べ,マウンテン州ではこうした行政方針をと

らなかったという,行政上の差異も大きな要
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因といえる｡

現在60歳代のムラ人は,すでに大部分がキ

リス ト教に改宗しており,マリコン村でもこ

うした人の葬礼は,伝統的な方法を主としな

がらも,たとえば通夜の席に神父が参列 し,

賛美歌と伝統的な葬歌を交互に歌うといった

変化がみられる｡ しかし,本稿で報告する葬

礼の事例は,死者が非キリス ト教徒であった

こともあり,キリス ト教の影響はみられない｡

神父はボントック町に常駐 し,土曜のミサに

マリコン村まで登ってくるが,本稿で報告す

る葬礼には参加しなかった｡

すでに,いくつかの論文で,ボントック族

の社会構造や儀礼体系について述べてきたの

で [合田 1976;1977;1979;1982],本稿で

は,調査地の概要は簡略にのべておく｡本稿
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DalicanBontoc郡 ,1__

Guina-ang

Sagada郡
占;Ti葦 JJmu.dklil:
Alabt ー＼､ J.

､ ､､⊥Gonogon【 ‥ .

( Talubin

Barlig郡

~~ー一骨 ′

Banaue,Ifugao州

､､ー_プア~､＼､

b

Benguet州

図 2 マウンテン州

の資料が得られたマリコン村は,ボントック をもつだけでなく,政治的,経済的,儀礼的

町か ら北北西約 10km に位置 し,標高約 な局地的小宇宙を構成 しているということが

1,300mの山の斜面に展開している｡ボント できる｡ この点はマリコン村 も同じである｡

ック町からは,標高差にして約 500mほど登 マリコン村の地理的な概要は,図3のとおり

らなくてはならない｡マ リコン村の居住

区は,東西と北を馬てい型に山が囲み,

南斜面に隆起 した東西 150m,南北 80m

ほどの楕円形の丘に立地 している｡ 居住

区の周辺に棚田が造成され,さらに外側

に山林が展開する｡マリコン村の人々は,

みずからのムラをl'liないしfavdylq と呼

ぶ｡ボントック族のムラは一般にムラ領

域 gdkayをもち,領域内には聖樹の森

♪申attqy,男性集会所 Lito,娘宿 pdngb,

6rog,山中の聖屋fdwi,などの村有の施

設や祭場がある｡ したがって,ボントッ

ク族のムラは,たんに地理的なまとまり

柿
棚

/
山

麓

甲

田

N
†

し

◎:男性集会所
工:出入口

図3 マリコン村
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である (図 3)｡3)

ⅠⅠⅠ ムラ空間とanitoの範噂

すでに指摘 してきたように,ボントック族

のムラは人文地理学的にみて,同心円状の構

成をもっているが,このことはさらに儀礼的,

社会的,政治的な文脈 とも対応する｡ ボント

ック族は,儀礼ごとに忌寵 もりを行 う｡ たと

えば,ムラに疫病が流行ったり,ムラ人に積

れた死がつづ くと,ムラの居住区と棚田の境

3)ボントック語に関する言語学的な研究は,現
在までのところギサアン村で調査したリード

[Reid 1976]の辞書が唯一のものである｡ボ

ントック族はムラごとの自立性が強く,言語

的にも発音,形態素などにムラごとの偏差が
著しい｡住民自身の意識では,自らの言語を

kati言語,ないしkaLimiわれわれの言葉と呼

んでいる｡しかし,そのばあいのわれわれとは,
自己の出生しあるいは育ったムラを指し,ム

ラを越えた言語グループとしての一体感は稀

薄である｡ボントック族という民族名も,ボ
ントック町にちなんで外部の人間が呼んだに

過ぎず,彼らの帰属意識はせいぜいムラ単位

なのである｡その意味で,本稿でボントック
語というとき,むしろマリコン語ないしマリ
コン村で話されるボントック語と受けとって
いただきたい｡彼らの神話や項歌では,すべ

てのムラは地図に出てくる地名とは別の地名
によって指示されている｡ボントックという

地名自体,低地民によって与えられた仮の名
に過ぎないのである｡

ボントック語の表記について,リードは示差

的音声として,a,b,d,e,g,i,k,1,m,n,ng,
O,p,S,t,W,yをあげている｡ただし,マリ
コン語にはbはなく,fまたはYで発音され

る｡前がi以外の母音のとき,およびt,d,S,
n以外の子音のとき,1はrで発音される｡ま
た,dはch〔ts〕とかわる｡マリコン村の言語
表記はこれらの昔をそのまま表記しておく｡
これにアクセントとハイフンを音声表記とし

て用いる｡アクセントは,その母音がやや長
く発音されるときに表記する｡ハイフンはグ

ロッタル･ストップを示すが,語頭が母音の
ときはその前のグロッタル･ストップはいち

いち表記しない｡
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界が sert:hq と呼ぶ封鎖印で閉ざされ,内外

の出入 りが禁 じられる｡封鎖印はたてられな

いけれども,婚姻儀礼 chonoをおえたばか り

の夫婦や,服喪中のムラ人は,山林を含むム

ラの領域から外には出られない｡他村 との境

界地には,道沿いにjdwiと呼ぶ恒久的な聖

屋がたてられてお り,この聖屋がこのばあい

の境界印になっている｡

忌龍 もりを行 う日を忌休 日仏grと呼び,

この日は地理的な移動ばか りでなく,物の貸

借,水浴,衣服の交換,爪や髪を切ること,

境界の外の動植物をもち込むことなど,現状

を変更 し異なる範晴間の区分を解消するよう

な行動が,すべて禁忌とされる｡ 忌休 日に虹

が出たり,森に住む席が飛来すると,忌休 日

が破られたと考えるのも,それらが空間的な

範晴上の区分 を乱すためだと解釈 されよう

[合田 1977;1979]｡
こうした空間の同心円的な構成は,ムラ領

域を越えた他村 との関係において,むしろ社

会的,政治的な関係 として顕現する｡婚姫は,

マリコン村では村内楯が60-70%を占め,村

外姫 も通常は自分の住むムラの周辺のムラと

の間に締結 される｡ 通婚関係 にあるムラは

kanemnanai友好的なムラと呼び,通婚関

係のない遠いムラはkayosornanai敵対する

ムラと呼ぶ｡ただし,ひとたび殺人などの事

件が起これば,それは個人間の問題ではなく

ムラ相互の対立となり,友好的なムラでも敵

対するムラに変化する｡ したがって,上記の

2範噂は相互に転換することがある｡ただし,

近隣のムラとは相互に婚姻紐帯が錯綜 してい

るため,早期に話合いによる解決を求めよう

とする｡ そのため,上記の政治的,社会的な

範噂区分は, しばしば地理的な距離と比例す

ることが多い｡友好的なムラ相互の間では,

しばしば労働交換が行われ,また数年に 1度

実修される大規模な婚姻儀礼のときには互い

に招待 し合う｡ 本稿で報告する葬礼のばあい
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でも,他村に親族がいれば必ず使者を送って

参列を求めるのである｡ しか し,敵対するム

ラとは常に戦闘状態にあるのであって,こう

した社会的,儀礼的な交流は行われない｡

anitoにかかわる観念 もまた,かかる地理

的,儀礼的,社会的な空間区分 と無縁ではな

い｡ボントック族はam'toについて も詳細な

範噂区分 を設けているが,部分的にはantto

の範略は上記の空間区分 と対応 している｡

am'toの語は,死者霊,生者の霊,妖怪や魅

魅魅魅などあらゆる霊的存在一般を指す名詞

である｡ 山林はい くつ もの小区画ごとに独自

の地名をもつが,そこに住 むとされるanlto

は,その地名 を冠 して ｢～のantto｣と指示

されることもある｡ また,聖樹に住むとされ

るα〝〟Oは,その個人名で言及 されることも

ある｡

こうした,いわば固有名詞によって指示さ

れるanttoとは別に,とくに人間起源のam'to

は,生前の社会的地位,死の原因,死んだ

場所などの特徴に従って,いわば普通名詞に

あたる語嚢によって多数の範噂 に分類 され

る｡

これら人間起源のanttoは,それぞれ特定

の土地と関連 して意識されているが,同時に

こうした am'toは しば しばあちこちを排掴

し,その地をとおる人に想依 したり,出産や

死の場面に寄ってきたり,ムラ人の呼びかけ

によって集まってきたり,生者にさまざまな

災厄をもたらしたりすると信 じられている｡

anttoには,死んだ場所,死者の社会的地位,

死の原因,am'toや超 自然力の介在の有無な

どによって,多 くの区別がある｡マリコン村

で筆者が採集 したanttoの諸範時は,以下の

ように整理できる｡まず,すでに孫をもった

古老が,am'toや超 自然力の障 りもな く村内

で病死 したばあい,彼 らの anttoはchapwan

と呼ぶ｡ こうしたam'toは北の山を経て天に

昇るとされている｡それらのうち, とくに生

前ムラ人の尊敬を集めていた古老は,村内の

聖樹 に住みsakcherと呼ぶ am'toに加えられ,

あるいはdtoに住むanttoの♪on96tanになる

という｡

子 どもがなかったり,子どもがまだ結婚 し

ていないムラ人が村内で病死 したばあい,そ

のanttoはIengchewと呼ぶ｡同様にして,死

んだ男児 の anttoはメngir,女児 の anttoは

matenとい う｡妊娠 中に死んだ女性の antto

は masadeng, 産裾 死 した女 性 の anitoは

insanong,自殺 したムラ人のam'toはinsiloと

呼ばれる｡ こうしたam'toはムラ内に留 まり,

付近を俳梱 し,人々に恐依 したり話 しかけて

きた りするという｡ また,生前に非社交的で

ムラ人に嫌われていた人は,死後 もanttoの

世界から排除 されるといい,こうしたα乃iわ

はfotatteuJと呼ぶ｡水田に生える藻 と同 じ名

で,やはり居住区の外を排桐すると信 じられ

ている｡

他方, とくに村外で死んだ者のanltoは,

その原因別にいくつかの範噂がある｡ ムラ人

が殺 した敵の anitoはfo刑紬 と呼び,疫病

や難産,さまざまな病気の原因になるとい う ｡

同様に,敵に殺された自村の者のam'toであ

るpintengも,さまざまな病気 をもたらす と

される｡ 首狩 りが居住区内部で行われること

はほとんどないので,これらのanttoは大部

分が水田や森など外の空間にいると考えられ

ている｡たとえ直接に殺 していなくとも,村

外の人間のanttoは生者 と同様に敵意をもっ

ていると考 えられ, こうした敵の anttoは

♪echengと呼ばれるO また地震,崖崩れ,溺

死などの事故 による死者の anitoはchの坤i-

nasと呼ぶ｡これらはい ずれも彼 らが死亡 し

た場所に留 まるが,ときにムラに侵入すると

いう｡首狩 りによる死,疫病の流行や産得死,

事故死,辛魅や天候不順などの災厄がつづ く

のは,敵の攻撃によると同時に, これらの

anttoが居住区に侵入 したことが原因だと考
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えられる｡ 居住区と水田の境界を封鎖する

seyIChq 儀礼は,かかるanttoの侵入を防 ぐ目

的で実修する｡

こうした人間起源 とされるanttoとは別

に,人間の形をもちながらも,その由来が不

明であるという点で,むしろ妖怪ないし魅魅

魅鹿 とでも呼ぶべ きant'bも少なくない｡居

住区内部で出現するというこれらのanttoに

は, 真 っ赤 な 口 で 屋 内 に 出 る α〃伽 の

jngivingil,家の火事の原因 となる am'toの

uJassawassa,髪の長い美 しい女性のanttoの

fokotan,生者の口まねをするanttoのanghm,

巨人の姿のam'toのChammowang,昼間,屋

内で女性を襲って妊娠させ双子を生む原因と

な る am'toの aman,全 身が赤 い anttoの

kordngaw,肌 が 白 く長 身 の姿 の anttoの

pdcheg,口が耳まで裂けているanttoのIesyak

などがいる｡

森や棚田のある外の世界は,同時にまたさ

まざまな妖怪が排梱する土地だと考えられて

いる｡こうした妖怪には,森で人きらいをす

るというam'toのnang&aw,沼や放牧場にい

るとされるam'toのPanad,山に住む巨人の

am'toのmanavtaving,夜に人魂となって光る

am'bの klitla,山で女性を襲 うanl'toのsad-

sadapanなどがある.

いささか煩雑なα〃ibの名称を列記 したの

は,ボントック族がさまざまな災厄をこうし

たam'toの障 りとして説明するためである｡

以下に報告する葬礼の過程を理解するための

予備知識として,こうしたantto信仰の様態

は欠かせない｡

ⅠⅤ 死因と死の分類

ボントンク郡には,ボントック町に州立の

ボントノク病院が一つあるが,マリコン相に

は看護婦が巡回してくるのみで,公的な医療

施設は存在しない｡ボントック族は一般に便
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所をつくらず,家の脇にある豚小屋を利用す

る｡ 豚の排継物は水田の下肥えとして使うた

め,長期間保存される｡このため蝿が大発生

し,疫病流行の温床になっている｡ ボントッ

ク病院の統計によると,ボントック族の主な

死因は,腸炎,肺結核,肺炎,アメーバ-赤

痢,流行性肝炎,癌,はしかなどである｡同

時に,数年ごとに腸チフスが流行 し,死者が

出ている｡

こうした科学的な死因の分析とは別に,ム

ラ人は病気や死についても独自の知識の体系

を有 している. 死の原因には,anitoが介在

するもの,邪術や妖術が介在するもの,こう

した超自然的な霊的存在や力が介在 しないも

のの3種が区別される｡ 本稿は葬礼の報告が

目的なので,ボントック族がもつ独自の病気

の分類体系,病因論,治療過程などについて

はたち入らない｡ただし,死因の分析 との関

係で,死の原因とされる超自然的な存在や力

について簡単に触れておく｡

マリコン村の呪術的職能者には,さまざま

な儀礼ごとに,anttoに対 して短い唱えごと

to吻･aやfdldgを行うkomaka抄a,怪我や病気

を神話 kd-evを詠唱す ることで治療す る

kom喝滋-ev,病気の原因の 卜占を行 うととも

に,榔子油などを使 って治療 を行 うoma_

aPy10S,anttOが原因とされる病気の治療 を,

病人から自分にanttoを想依 omchanさせる

ことで行 うmens4-okなどがいる.komLqd-

evは主として古老男性,mens砂-okは古老女

性が多い｡後者は同時にkomakabyaやoma-

aprosを兼ねることが多いが,komakq抄aや

oma-aprosが常にmens4-okだというわけで

はない. mens4-okになるには,夢見によっ

て,am'toから想霊落としと治病の力を与え

られなくてはならない.mens砂-okは韮医,

oma-aPyDSは 卜占師と訳 しておこう｡ 卜占に

よっては,患者が居住区の外に出たときに魂

をどこかに忘れてきた り,anltoに盗 まれた
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ために病気になったとされるときもあ り,こ

のばあいは,魂を患者にとり戻すための儀礼

が行われる｡4)

anttoの想依が原因 とされるばあい,men-

sqt1-okに よって悪霊落 としS中一okが行 われ

る｡antb によると 卜占された病因は,韮医

の力が足 りなければ,そのまま死因になる｡

これに対 して,邪術による病気や死がやは

りい くつか区別される｡ 邪術によるとされる

死の例は少な く,突然の死にかぎられる｡ 邪

術 には,♪adPadyaとpochoqgがある｡前者は,

狙 った相手の髪の毛や唾,尿,衣服などを使

って,相手を呪殺することがで きると信 じら

れている｡ただし,ムラ人によれば,これは

カリンガ ･アパヤオ地区など低地民の慣習 と

され,マ リコン村にはないという｡ 筆者の滞

在中に♪adpadyaによる死 と疑われたのは,

バギオなどに出稼 ぎに出た者が不慮の死を遂

げたときにかぎられていた｡

4)ボントンク族は,儀礼ごとに多くの唱えごと

を行う｡これをk(砂aと総称し,katyaの知識

をもち,これを詠唱できる者をkom ak吻 aと

呼んでいる｡kabyaには多くの種類があるの
で,適当な日本語に訳しにくいのだが,ここ

では祭文と呼んでおこう｡これらの祭文は,

すべて口頭で伝承されている｡彼らは,kabya
をtotqya,fa-喝,kd-evの3種類に分類してい

る｡totqyaはanltoに対する短い唱えごとで,

fd-agは祖先名,あるいは死者親族名をあげて,

具体的にこれらの〃乃加 を呼び寄せる祭文で

ある｡fd一喝 は,出産儀礼,治病儀礼,予祝儀

礼などの機会に,主として屋内で詠唱される｡

kd-evには,それぞれ名称をもった30以上の長

い物語が含まれる｡多くのkd-evのなかから,

彼らは儀礼の文脈に応じて,特定の物語を選

んでそれを詠唱するのである｡

kd-evの内容をみると,儀礼の由来を説明する

もの,天上神Lomawigの行跡を伝えるものな

ど,創造的な原古の時代の聖なるできごとを

伝えるという意味で,神話と呼ぶべき物語が

いくつか含まれている｡同時に,狩人と犬の

物語,父が首狩りによって殺され,息子が血

馨に出かける物語など,創造的な原古の時代

邪術師 LIo桝坤ochongはマ リコン村に3人い

るが,いずれ も他村からの婚大著である｡嫉

妬や妬みによって他者を病気にする力をもつ

と信 じられている. ただ し,♪ochongは,首

が曲がったまま直 らなくなった り,視力が一

時的に衰えた りするだけで,死にいたること

はないという｡ こうした症状が出て, 卜占師

に よって♪ochongが原 因だ と占われ ると,

♪omQochongの ところに行 って,痛む場所に

触れて komLiw長ka良 くなるようにと唱えて

もらう｡これらの病気や死因に関する区分は,

しかしながら,必ず しも固定的なものではな

い｡最終的に病因や死因を同定するのは, 卜

占に待たなくてはならない｡

死因に関する説明はさまざまだが,ムラ人

によれば人間の死は大 きく二つの範噂に区別

されるという. それは,natqasmadb'-esと,

natoasmangisewである｡ made'-esの語根は,

chb'-es:肺結核,あるいは肺結核の ように長

と現代の中間の時代に起こったできごととい

う意味で,むしろ伝承と考えるべき物語も含

まれている｡ただし,神話と伝承の区別は,

研究者のパラダイムであって,ボントック族

は両者を含めてkd-evと総称しているのであ
る｡

したがって,本稿では,ボントック族の観念

に従って,kd-evはそのままkd-evと書き,必

要に応じて神話と書くことにした｡彼らは,
儀礼のとき以外にはこれらのkd-evを詠唱し

ない｡さらに重要なことは,彼らが儀礼のな

かでkd-evを詠唱することで,kd-evのなかで

伝えられるできごとが,儀礼の場に再び現出

すると考えられていることである｡ここでは,

神話はモチーフごとに分類されるぬけ殻では

なく,生活のなかに生きているのである｡本

稿では,わ均,aおよび舟喝,そして悪霊におけ

るantbの言葉については,翻訳を行なって

おいたが,kd-evについては割愛した｡その理

由は,個々の単語の意味,kd-evの文化的背景

などを説明して翻訳するにはかなりの紙幅が

必要とされるためである｡マリコン村で詠唱

されるkd-evは,すべてrボントソク族のkLか

ev註解』として,別稿で報告する予定である｡
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い間に衰弱 していく病気を総称する語であ

る. これによって死亡することを,na句,as

u '-esという｡病死に近い概念であろう.

すでに孫をもつ古老が,超自然的存在や力の

介在なしに病死 したばあい,それは良い死

k喝血/isnannatq と呼ばれる.孫がなければ,

病死でも良い死とはいわない｡それゆえ,死

の区別には,その原因とともに死者の社会的

地位が関連している｡

怪我や疫病 m6tegによる死,まだ孫をもっ

ていない者の死,邪術による死,産樽死,妊

娠中の死,事故や落雷,崖崩れ,首狩りによ

る死などは,すべて穣れた死 na物 ,asman-

gisewと呼 び,その死 は悪 い死 madinan

naJ抄 とみなされる｡mangbewはまた,かか

る死による穣れをも意味している｡ 人々は,

ムラに穣れた死による死人が出ると,ムラが

死んだと表現 し,ムラも積れたと考える｡そ

のため,婚姻儀礼などの喜ばしい儀礼は,葬

礼後6カ月間は実修することを禁じられる｡

良い死によるムラの穣れはIawingといい,

葬礼後数日で破うことができる｡ただし,死

者の親族は別で,一定期間,喪に服さなくて

はならない｡

服喪の禁忌をdjfgといい,この語は他の儀

礼における禁忌一般をも指示する｡ 服喪の禁

忌djkは,死者の全子孫とその配偶者にかか

る禁忌である｡その内容は,食物禁忌,料理,

水浴,衣服の交換,髪や爪を切ること,貸借

などの禁忌,外出の禁忌,山林や水田におけ

る労働の禁忌など,多くの禁忌からなる｡ も

っとも厳しく服喪が要求されるのは死者の子

どもで,つぎにその配偶者,孫,孫の配偶者

の順である｡ 親や傍系親族にはdjkは及ばな

い｡

djkが親が死んだときの子孫にかかる禁忌

であるのに対 し,子どもや孫が死んだときの

親や祖父母にかかる服喪の禁忌はtokrauJと

呼ばれ,djkと区別される｡禁忌の内容に大
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差はないが,遺族は死者の埋葬がおわるとす

ぐに,水浴 して穣れを流してしまうため,水

浴,衣服の交換,宴や爪を切ることなどの禁

忌は短期間で終了する｡

未婚の青年が病死したばあい,葬礼の期間

は半 日だけで,死者の椅子sa櫛打hiLに死体

を展示したあと,埋葬する｡夫折のばあいは

展示葬は行わず,やはり半日,儀礼的沸泣を

するだけで埋葬する｡ただし,葬礼中は,辛

日を1日と数える特別な日の計算法をとるの

で,上記の半日は人々によれば1日というこ

とになる｡ この1日は,夜明けから日没まで

と日没から夜明けまでのそれぞれ約12時間で

ある｡

成人の積れた死のばあいの葬礼は,展示葬

の期間は病死のばあいと同じであっても,倭

礼の内容が異なっている｡たとえば敵に殺さ

れた者の葬礼では,ムラの古老が何度も死体

を跨 ぎ,あるいは棺に腰かけて死者のamJto

を挑発し,鼠に姿をかえて敵の家に行って柱

を寄れとか,敵に小便をかけろと呼びかけた

りする｡天折や成人の横れた死のばあいの葬

礼はすべて96和t防ぐと呼ぶ｡これに対 して,

na妙 asmade-esのときの葬礼はdchog見守る

という｡

本稿でいう葬礼とは,ムラ人の死から埋葬

までに実修される諸儀礼を指す｡ボントック

族の葬礼の特徴は,埋葬前に死者を死者の椅

子に座らせ,展示する展示葬の習俗,多量の

動物供蟻,共食,am'to信仰などの点であろう｡

こうした習俗は,ボントック族のみならず,

北ルソン山地民に広汎に分布する習俗であ

る｡

ムラ人の階層は,比較的に多くの水田を所

有する地つきの系統に属する富者 kach卿 an

と,貧者IauJaにわけられる｡ボントノク族は,

父から長男が,母から長女が,大部分の水田を

相続する並行系相続が理念となっている [合

田 1982;1983]｡そのため,長男･長女と次男
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･次女以下とが,富者 と貧者のなかでもさら

に上下の関係を構成する. 長男･長女はyon-a

ないLpangjy10と呼ばれ,次男･次女以下 na-

ochiと区別される｡ 富者の長男･長女は貧者

とは結婚で きない｡富者の地位は,大規模な

供犠祭宴を主宰することで,公的に認められ

る｡

すでに孫をもつ成人が病死 しても,貧者の

葬礼はsin-arkew1日と呼ばれる｡ すなわち,

葬礼 は 1日の展示葬の期間をもつことにな

る｡ ただし,富者であっても,穣れた死のば

あいには,貧者 と同様に葬礼の期間は1日だ

けである｡ 富者と貧者の葬礼期間の差異は,

死者の椅子の,死体の頭を寄せる横棒faL紬

の数で表される｡これが 1本のばあいは 1日,

2本のばあいは富者で4日以上,葬礼がつづ

くことを示 している｡死者の衣服 wanesも,

富者 は舟d-one,貧者はkarkoと呼び,その

色彩や意匠に区分がある｡ 展示葬の期間の長

さの差異は,その期間に供犠される動物の種

類や数,死者のための綿布の数,詠唱される

神話や,そのあとの服喪期間の差異でもある｡

墓や埋葬法 もまた,葬礼に対応 して異なっ

ている｡ 富者ですでに孫をもつ古老が,超自

然的な存在や力の介在なしに病死 したとき

は,死体は男女 とも石積を施 した男性集会所

dtoのなかに,石垣の横 を開けてそこから埋

葬する｡ こうした死者のanltoは,その後 も

dtoに留まり,ムラ人, とくに子孫を守って

くれるという｡ 富者が同様の原因で死亡 して

も,孫がまだい ない者,孫がいても貧者の階

層にある者,am'ioの介在による死者などは,

すべて死者の家の庭の下に埋葬する｡ マリコ

ン村は平地が少なく,多 くの家が傾斜地に石

垣を組んでその上に家をたてているため,こ

うした死者 もまた石垣の横 を開いて,そこか

ら中に埋葬する｡落雷,交通事故,崖崩れな

ど,穣れた死とされる死者は,ムラの居住区

の周辺部に埋葬する｡ 敵に殺された者は,敬

のムラに面 した山中に埋葬される｡ 夫折 した

子どもは,大乗のなかばを横に切って口を広

げ,そのなかに入れて,家の軒下の雨がかか

らぬ場所に埋葬するという｡ この葬法は,死

産や流産,後産の処理とも共通 している｡

ただし,現在ではdtoの補修,セメントに

よる石垣の固定化などが公的予算で行われて

いるため,dtoに埋葬するにはこうした補修

費を負担 しなくてはならない｡マリコン村で

は,15年ほど前に公的予算で dtoを補修 し,

dtoをセメントで固めることになった｡ しか

し,そうするとdtoに死者を埋葬するたびに

dtoの補修費を遺族が負担 しなければならず,

また伝統にも反するので,反対する者 もいた｡

dtoをセメントで固めることに合意 した富者

は,現在でもdtoに葬られる権利をもつが,

これに反対 した者は,dtoに埋葬される権利

を失った｡本稿で報告するオッチャス老は,

後者に属 していたため,彼の社会的地位や死

因はdtoに埋葬 されるにふさわしいものであ

ったが,dioには埋葬されなかった｡

Ⅴ オッチャス宅の死- 事例研究-

1984年10月10日

午前 3時ごろ,マリコン村の最高齢の男性

オッチャス老 (Odchas)が死亡 した｡筆者は

1974年にはじめてこのムラに住み込んだが,

そのとき以来,親 しくつき合っていた古老で

あった｡当時,まだ手さぐりで,ムラ人との

間に信頼関係をつ くることに腐心 していたこ

ろ,簡単な傷の手あてをしたり,酒をいっし

ょに飲んだりして,少 しずつ親 しくなった何

人かの古老のひとりである｡ 死の 1週間ほど

前はまだ元気で,dtoでいっしょにビールを

飲み昔話をするほどであったが, 7日に呼ば

れたときは,すでに起きられないほど衰弱 し

ていた｡病院に行 くように強 く勧めたが,す

でに死を覚悟 していたのか,どうしても承知
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せず,3日後に眠るように逝去 した.女性盃

医サイエウ (Sayew)による病因の 卜占によ

れば,病因は〃〃伽 や超自然力が関与 しない

病気 maLh'-csであったため,S申-okは行われ

なかった｡オッチャス老は生前,ムラの忌休

日の決定,儀礼の種類や日どりの決定,儀礼

の指揮などを行う,ムラのリーダー的な存在

で,ムラの尊敬を集めていた｡子孫が曾孫ま

で合わせて45人もおり,死亡 したときの年齢

は80歳を越えていたと思われる｡

葬礼の過程は表 2のとおりである｡ 死から

埋葬までの間は昼と夜それぞれ半日を1日と

数える｡そのあとも喪明けまでさまざまな儀

礼や禁忌がつづくので,本稿ではその全過程

を記述しておきたい (表 2参照)0

10月10日午前 6時ごろ,筆者の家に使者が

きて,オッチャス老の死を告げた｡死体には

綿布を頭までかけてある｡ これは砂一命 anと

いい,覆うの意味であるが,死は葬礼の準備

が整い,公的に宣言がされるまでは,眠って

いるnasay砂 と表現され,覆いをしておくの

である｡この間に,村外に居住する親族に使

者 in-awidが送 られる｡使者はふたりの未婚

の青年男性たちで,ひとりはオッチャス老の

弟が婚出した トコカン村に,その子孫に訃報

を伝えにいき,ひとりはバギオに住む孫たち

に電報 を打つためボントック町に行った｡

in-awidは非親族の青年が選ばれるO

表 2 オ ッチャス老の葬礼 ･経過 (1984年10月10日午前 3時死亡)

日 時 儀 礼 供犠獣 提供者 行 動

10月10日

午後 4時 Z)okso

午後 6時 jinetfel

11日

深夜 0時 u)waJltJag

午前 6時 eZkZS

畳 12時 ukZYdu)ag

午後 3時 oyon

午後 6時 ezw
12日

深夜 0時 wa714wag

午前 6時 eLw
量 12時 wa71aJwag

午後 5時 mikd10U
午後 6時 lom-od

13日 lakson

14日 Iawas

15日 au-al)On

16日 akro/ーkoPokop

l1月6日 kagongkong

10日 mLqU-euJ

12日 〝∽71TmnOk

子豚 1 マ ンガタム

雄鶏 1 ウェンエ イ

成豚 1 ウェンニイ

子豚 1 フアンガン

成豚 1 マ ンガタム

水牛 2 マ ンガタム

ウェンニ イ

子豚 1 ウェンニイ

成豚 1 マ ンガタム

子豚 1 ウェンニイ

成豚 1 ヘ レン

子豚 1 ワシン トン

服喪親族の忌休 日

服喪親族の忌休 日

服喪親族の忌休 日

服喪親族の†忌休 日

死者の子 ども夫婦の

忌休 日

死者の子 どもの忌休 日

労働 日

準備 ･庭に炉 をつ くる

死の宣告 ･死者の椅子づ くり

挽歌 ･共食 ･肉の分配

共食 ･肉の分配

共食 ･肉の分配

森で水牛供犠

挽歌 ･共食

挽歌 ･共食 ･肉の分配

共食 ･肉の分配 ･布の分配

共食 ･肉の分配

埋葬

共食

屋内の炉に火を戻す,屋内での料理は

じめ

古老による共食

死者の子 ども夫婦以外の忌明け,儀礼

的漁労 ･儀礼的山仕事

家屋 と穀倉の清め,鶏供横,服喪親族

に供養 品の分配

鶏供蟻,死者の子の配偶者の忌明け

死者の子 どもの儀礼的山仕事

死者の子 どもの忌明け,喪服を捨 てる,

儀礼的水浴
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午前 8時ごろ居住区内から屋外につ くる炉

のための太い薪,死者の椅子に用いる長い木,

竹,藤などが集められる｡葬礼用のこうした

材料は断 りなしにどこからで ももってくるこ

とが で き る｡ 死 者 の 長 男 マ ン ガ タ ム

(Mangatam)の穀倉から粗 を大量に運んで く

る｡ こうした作業は,近隣の非親族が行う｡

薪を3本に切 って,庭に葬礼用の炉をつ くる｡

この炉はfarangavang(敵 に対抗 して団結す

るの意) と呼び, 3本の薪を放射状にお く｡

婚姻儀礼のときに庭につ くられる炉は,太い

薪を2本横に平行に並べる点で,葬礼のとき

の炉 と異なっている｡庭では古老男性が,竹

を裂いてひごをつ くる｡ 死者の家の炉は,葬

礼中は料理に使用できない｡炉の前の飯台を

外に出し,死者の椅子の座席をつ くる｡

午後 3時 ごろ,近 くに住 む少女フェリパ

(Felipa)が急に腹痛を起こして女性盃医のサ

イエウが呼ばれた｡ 卜占で十数年前に自殺 し

た少女マクニ (Makni)のanttoの障 りとされ

たため,オ ッチ ャス老の次男のウェンニイ

(Wemi )が治病のための神話を詠唱 Lにいっ

た｡悪霊による腹痛の治療のための神話には

2種類ある｡KentadとSang-atがそれで,前

者は防 ぐ,後者は追い払 うの意味である｡

Kentadは,震えたり暴れた り,異常な動作

を伴 う想依現象の治療に用いる神話なのに対

し,Sang-atは,強い痛みを伴 う腹痛などの

治療に用いられる｡サイエウが少女の頭を膝

に乗せて頭をなでてや り,母親のアングエ ッ

プ (Angyep)が足をさする｡ ウェンニイが水

壷から種子の殻の椀に水を汲み,これを前に

おいてSang-atを詠唱 した｡ 1時間ほどで少

女は静かに眠って しまった｡

この間に,死者の家では,壁や天井にかけ

ていた品物,穀物の種子や衣服,労働具など

をすべて下に下ろしたり,他家に運んで しま

う｡葬礼中に物が落ちる凶兆を避けるためで

ある｡ ついで,藁束でつ くった松明で,屋内

の炉から火を庭の炉に移す｡午後 4時過 ぎに,

死者の家のなかで,最初の動物供蟻が実修さ

れる｡マンガタムが提供 した子豚を供犠する｡

この供蟻は♪oksoと呼ぶ｡♪oksoは物が落ち

ることを意味する｡ 葬礼の準備を手伝 う人々

に食事を供するために,豚はただちに解体す

る｡ 内臓のうち,節,肝臓,腎臓 を除いたほ

かの部分は,未婚の青年男性たちに与えられ

る｡彼 らは供蟻の場の傍 らで解体を待ち,内

臓を掠奪するようにもち去 り,別の場所で密

かに煮て食べるのである｡ボントック町では,

未婚の男性たちには,供犠 した豚の頭が与え

られる｡ この習俗 はkonkonedと呼ぶ｡供犠

した豚のほかの部分は,庭の炉にかけた大鍋

sangcharで煮る｡

午後 4時40分ごろ,肉を分配 したあと,共

食する｡マンガタム夫妻は,この間に死者の

ための綿布を用意する｡ 濃紺地で中央に白い

線が 1本入った綿布を,三つに切って縁を切

り落とし,3枚を平行に並べて繋 ぎ合わせ,

1枚の綿布とする｡ ほかにも2種の綿布を用

意する｡綿布はdchog中に, 1日に 1枚のわ

りで,真昼と深夜に1枚ずつ,死者の椅子の

上に横に渡 した棒 sasakれツanにかけてい く｡

この事例ではdchogが 5日つづいたため, 5

枚の綿布が用意された｡綿布は葬礼用の白い

綿布 inesa,葬礼用の濃紺の綿布fya10ng,鰭

姻儀礼にも用いられる赤地に黒の模様の入っ

た綿布L)inLWdkanの 3種類がある｡ 枚数は

inesaが 1枚,ほかが 2枚ずつの計 5枚であ

る｡貧者の葬礼では,♪inamdkanは用いない｡

Pinamdkanと.秒al0ngは dchogの最終 日に

1枚ずつ とり,切 りわけて死者の孫や曾孫に

分配する｡この分配をL･o砂6totと呼び,死者霊

が子孫を守護する印と信 じられている｡ 午後

5時ごろから,庭で死者の椅子をつ くる｡ 長

さ3mほどの 2本の棒の下部に座席をとりつ

け,背の部分には2本ずつまとめた竹の棒を

横に4段,その上部に斜めに交差させて2本
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ずつ,やはり竹の棒をくくりつけ,背もたれ

とする｡座席はtokch6-an,背 もたれの部分

の竹棒はsaddk-anという｡ 語幹 sddakは,卜

占による死因の同定の意味である｡

午後6時近 くになって,死者の椅子を屋内

に運び,人口の外からみて左側の壁に,やや

斜めにたでかける｡家屋の入口は南に向いて

いるので,死者は東に面して座ることになる｡

家屋の入口は通常,朝日が直接入らぬよう,

東を避けてたてるといい,実際には南や西に

向けてたてることが多い｡病死のばあい,死

者は東または北を向けて座らせ,積れた死の

ばあいは西や南に面して座らせるという ｡ す

でに報告 [合田 1976]したとおり,ボント

ック族の方位観では,川上や山の方向chdva

が川下や谷の方向Iakodに対 して優越する.

富者が病死したときは,死者を優越 した方位

に向けて展示するのである｡

死体を覆っていた綿布をとり,衣服を脱が

せ,死者の衣服を着せる｡最初に樹皮の短

い樺 tino'toをあて,その上から自木綿の棒

hZgteVをつける｡ つぎに,濃紺の糸でレース

のように人間や楯などの模様を縫い出した上

布kinagjyqwを2枚用意 し,男性 Ldkiの模様

をもつ上布を首から上半身にマフラーのよう

にかけたあと,女性fd-iの模様をもつ上布を

腹に横に巻いて死者の椅子に座らせる｡ それ

まで身につけていた樺を下にして,上に新し

い樺を重ねて,これで口を覆う｡ これを中一

坤 という｡頭に白い木綿の布egangを置く｡

膝にはヒゴで結んだ小さい消炭61ingを結

びつけておく｡ ボントック族の観念では火は

生命の象徴であり,消炭はそれがおわったこ

とを示 している｡ これをしないと,死者の

anttoが死を納得せず,稲の収種などをもち

去り,作物の不作がつづ くという｡ 死者のふ

たりの息子には,マンガダムの妻チャミヤス

(Cha血yas)がバナナの枯れた幹の皮で腕輪

Iitekをつくり,手首に巻いてやる｡
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死体に衣服を着せて,死者の椅子に座らせ

ると,ただちに死者の椅子の前で雄鶏を供犠

する｡ この供犠は n̂eqTetという. 鶏は首 と

手羽を棒で叩いて供犠 し,羽を焼いたあと,

解体 して庭の大鍋で煮る｡鶏供蟻のあと,チ

ャミヤスが米酒を椀に入れたものを死者に嘆

がせるso櫛 Ongをし,死者に向かって死の

宣告のための唱えごとto吻･aをする｡唱えご

との内容は以下のとおりである｡

｢どうか貴方の祖先が辿った道をまっすぐ

に進んでください｡作物や家畜を豊穣 ･多産

にして,食物を子孫に返してください｣｡

庭ではつづいて古老のひとりフアトヨッグ

(Fatoyog)が,大声で,am'toを呼ぶための叫

び声fakawをあげる｡煮えた鶏の肉は参集し

た少年たちに分配される｡午後 6時過ぎに,

同じ古老が,死者の家の入口の前で,ガビ(タ

ロイモ)の葉に巻貝の殻ket-an,米粒 6kas,

消炭を一つずつ包んだものを右手にもち,そ

の前でもうひとりの古老男性チョイカウェン

(Choykawen)が葬礼の神話Kavo'kavを詠唱

する｡詠唱がおわると,ガどの葉の包みを入

口の敷居の下に押 し込む｡

午後6時半ごろにウェンニイが死者の前に

たち,儀礼的沸泣akarをはじめる｡沸泣は

ama,dmqkaamak- 父よ,去ってしまっ

た私の父よ‥‥‥という叫びにつづいて悲嘆

の声をあげるという一定の形式をもつ｡庭で

は死者の友人がつぎつぎにchay-engという,

やはり独唱の形式をもつ挽歌を歌いはじめ

る｡ そのあと合唱の挽歌egd-eyが歌われる｡

屋内では女性ふたりアルヨサン (Aryosan)と

モワイ (Moway)が死者の前にたち,ウェン

ニイにつづいて儀礼的沸泣を行う｡

午後 7時ごろから,挽歌が盛んになり,屋

内外でムラ人が輪 をつ くり,肩 を組んで

chmuassay,towd-Ly,SOdchd-ayなどの挽歌 を

つぎつぎに合唱してい く｡ムラ人には,米酒,

葉タバコなどが配られ,大鍋で再び米飯を炊
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く｡

深夜に,ウェンこイが提供した雄の親豚を,

庭で供犠する. この供蟻はwwdw呼 と呼ぶ｡

この名称の豚供蟻のときには,2時間ほど間

をおいて,つづいて2度食事をする｡半日を

1日と数える計算法のために,食事の回数が

増えるのである｡ 豚供蟻は喉を切って,血を

鍋に受けたあと,火で毛を焼き解体する｡ 豚

の解体法は,犬や水牛の解体法とほぼ同じで

ある｡ 血はよく洗った腸に詰めて,やはり煮

て2度目の食事のおかずとする｡ 解体の手順

はほぼ一定しているが,たとえば豚供蟻の儀

礼 sandoでは,豚の食道を縛って胃の内容

物が出ないようにするのに,葬礼のときはこ

れをしないなど,葬礼時の供蟻のほうがやや

乱暴である｡未婚の青年男性たちは,やはり

胃や腸を儀礼的に掠奪 し,よそで密かに煮て

食べる｡ 葬礼中,ウェンニイとマンガタムの

ふたりは,供犠した家畜の肉を食べることは

できず,別の家で豆と塩づけの豚肉を煮たも

のを食べる｡

10月11日

午前 2時過 ぎ,女性盃医サイエウがantto

に悉依された｡急に震え出し,奇矯な叫び声

をあげる｡アワネン (Awanen)とアンセガン

(血 gsegan)がサイエウの脇にたち,肩を抱

きながらともに挽歌を歌う｡ 肩を抱かれなが

らも,サイエウは凄い形相で走 り出そうとし

たり,葬礼の参会者に掴みかかろうとしたり

する｡ この間にサイエウが,悉依 したam'to

の言葉を話 しはじめる｡ この行為 をinkali

(kali:話す)という｡内容は以下のとおりで

ある｡ 文頭に点線を付 した部分は,am'toに

憩依されたサイエウの言葉であり,ほかはア

ワネンとアンセガンの応答である｡

inkaLiによる言葉

.‥.‥ああ,私たちは新 しい世代がムラの

秩序 (伝承)を破壊するのをみせられてい

る｡私たち (anito)はいう｡ ウェンニイよ,

食欲な食欲な者よ,なぜなら居住区の外に

出て,水田で貝をとった｡親が死んだのに,

巻貝をとりに水田に行った｡

だって父親に食べさせるためだったの

だろう｡

‥‥‥違う,それは違う｡ 忌休日なのに,

早朝に水田に行って,オクマジャクシを集

めてきて,帰って料理した｡彼の父がそれ

を食べたか｡昨日もまた,巻貝をもち帰っ

た｡(anttoの)私はいう,(antbの)親戚

(子の配偶者の親)が死んだのに,巻貝を

突然に料理した｡どうして自制できないの

か｡われわれは彼の妻に対 して怒り,彼の

妻を病気にした｡

それはいけない,やめてください｡そ

んなことになったら｡

‥‥‥そうだ,われわれはいう,本当に彼

女が死んだらどうするのか｡(anttoの)私

たちはここにいる｡ 死者のための挽歌をや

めてはいけない｡私の言葉はいわれた言葉

であり,それゆえに疫病をもたらすものだ｡

死者が去ったいま,誰がムラ人の世話をす

るのか｡そして,つぎの世代はまだ遠い｡

彼らは死者が繰 り返し教えたことに従わな

いのだ｡

サイエウはこのあと古い挽歌を歌い出し,

古老 は悠依 した anltoがパパ タイに住 む

anttoのsakcheyであること,およびオッチャ

ス老の am'toもまたsakcherの仲間に迎えら

れたことをムラ人に告げた｡こうした問答と

挽歌の詠唱のうちに,サイエウはしだいに静

かになった｡

すでに述べたように,ボントノク族はムラ

空間を同心円状に分類するとともに,こうし

た空間区分に応じて,食物や料理法を区別し,

空間の移動,料理法,食物の種類などについ

て,厳密な禁忌をもっている｡こうした文化

的な前提を理解 してはじめて,このinkaLiの
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意味が了解できるのである｡ 忌休 日に水田の

食物を捕食すること,居住区へもち込むこと

などに対する厳しい禁忌が,この想霊による

言葉のなかに明白に表出されている｡日常生

活では,たとえ病人がいても水田で巻貝をと

ることは何 ら食欲な行為とはされない｡食物

に関する禁忌は,儀礼との関連でのみ顕在化

する｡

ウェンニイの妻は,ここ数日,晦吐 ･下痢 ･

発熱などの症状をみせており,このinkaLiを

きくと,恐怖のために蒼白になった｡しかし,

ウェンニイがオッチャス老の行跡に従い,ム

ラの古老のひとりとしてムラの伝統に従うこ

とを誓い,その後 3週間ほどで,病人が快癒

したのは幸いであった｡悪霊現象は,病因の

説明原理として機能するだけでなく,伝統の

遵守への強制力として,また死者霊が死後ど

のような範噂のanttoになっていくのかとい

う問題に関しても,明確な説明を与えるとい

う機能を果たしていることが,以上の事例か

らみてとれるだろう｡ 幼児の死を除けば,ほ

とんどすべての葬礼において凌依現象が生起

し,死者の社会的地位,死の原因,死んだ場

所など,多様な要因ごとに想霊の言葉や盃医

の対応も異なっているのである｡

早朝 5時過ぎに,ウェンニイの長女の穀倉

から,再び稲を運んでくる｡ ついで,子豚を

供犠する｡ この供蟻は申asと呼び,煮たあ

とに米飯 とともにムラ人に分配 ･共食され

る｡

この日,東西の森のなかで水牛の供蟻が実

修される｡水牛供蟻はさまざまな機会に実修

されるが,すべて,森のなかで,青年男性た

ちによって,檎,首狩 り斧,山刀などを用い

て,逃げる水牛を追跡 して殺す,という勇壮

な方法によって行われる｡これは,儀礼的な

首狩りの再現なのである｡ 水牛供蟻の実修さ

れる機会 とその名称は,以下のとお りであ

る｡
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水牛供蟻の分類

edno(edchLmO)

婚姻儀礼時の水牛供犠

i
say-at- 最初の水牛供犠

ke吻 - 中間の水牛供犠

Iangia- 最後の水牛供犠

ke吻 - 平和同盟時の水牛供犠

fay-all- 治病儀礼時の水牛供犠

4yong- 葬礼時の水牛供犠

kdyon- 幼児婚約時の水牛供犠

(tonbok- 非儀礼的,肉を得るために水

牛を屠殺する)

say-atは子どもが衰弱することを意味 し,

かかる状態を防ぐ目的で行われる｡ke軸 は

槍で刺すことを意味 している｡後者が婚姻儀

礼とともに,平和同盟時の水牛供蟻の名称に

用いられることは,通婚関係にあるムラが,

潜在的には敵の範噂に入る両義的な存在であ

ることと関連 していよう｡fav-aliは転ずる,

そらすの意味である. め,ongは乱暴になるこ

とを意味し,勇壮な水牛供蟻のありさまを示

している｡

今回の水牛供蟻は,マンガタムが提供 した

若い雄の水牛と,ウェンニイが提供 したやは

り雄の牛fbkaの2頭で,それぞれ東 と西の

森で供犠することになった｡筆者は東の水牛

供蟻に参加 した｡供犠獣は,水牛がないばあ

いは,戦後に少数購入されるようになった牛

でも代替できるという｡ 水牛供蟻の直接の実

修者は,死者の子孫を除くムラの未婚の青年

男性全員であり,東西どちらに行ってもよい｡

青年男性たちは槍,首狩り斧,山刀などをも

ち,聖なる背負い寵 takfaを背負い,集団で

東西の森に出発する｡また,古老男性や既婚

の成人男性はやや遅れて森に行き,青年たち

が水牛を倒すのを離れて待っている｡

水牛は普段は森に放 し飼いにされており,

田起こしなどの労働に用いるときには,森で

asin (塩)と呼びかけて,これを捕らえるの
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である｡ ところが,水牛は敏感なため,多数

の青年が行 くと,異常を感 じて逃げ出してし

まう｡ 森の中を約 2時間追跡 し,後足の艇

kiyadを切 り,背骨 ch6ligを首狩 り斧で一撃

し,槍を刺 し,喉 okadを切 って供犠する｡

古老たちは直掛 こ供蟻には参加せず,離れて

待つ｡水牛を倒すと,首狩 りで敵を倒 したと

きと同じ雄叫び畑 wanをあげて,ほかの者

に知らせる｡ 全員がその場に到着するまで,

羊歯の葉などで水牛の死体を覆っておく｡ 斜

面に槍をたて,倒 した水牛に面 して整然と列

をつ くって座って待つ｡

古老を含めて27人の参加者が参集すると,

羊歯の葉をとり除き,全員が水牛の流 した血

で両手を染める｡ 手を血で染めないと,首狩

りの遠征で敵に殺されたり,つぎの水牛供蟻

のときに水牛の角で突かれて怪我をしたりす

るという｡ 婚姻儀礼のときには,水牛供蟻の

あと短い totqyaを詠唱するが,葬礼のときの

水牛供犠では祭文の詠唱は行わない｡

解体法は,最初に四肢のつけ根に切れ目を

入れ,腹の皮 tdfoを切 りとることからはじめ

られる. ついで前足♪angonnaを切 り離 し,

左前足 を槍に刺 してたててお く｡ 胸骨 sov-

ongを八の字に斜めに切 りとり,腹の脂肉

alimasを切 りとったあ と内臓 を開 く｡ 胃

fowangを切 りとり,内容物をとり除 く｡ 脂

肉と肝臓 功 は背負い寵に入れる｡ この背

負い寵は,かつて首狩 りの遠征で敵を倒 し,

首を得たときに,その首の保存のために一つ

ずつ新 しくつ くったといい,イニシエーショ

ン儀礼にも用いられる｡胃を切 りとったあと,

大腸 と小腸をとり出し,内容物を絞 り出す｡

肺を切 りとって,やはり背負い龍に入れる｡

肺や肝臓は,豚や鶏を供犠するときも,供物

として屋内の紀 り寵にそなえる｡後足 oゆO

を腰のところで切 り離 したあと,背皮を切 り

とるO 腰骨の部分♪angtQ6nganは縦に二分す

る｡ 首を喉の下で切 り離 し,腰も腰椎のとこ

ろで切 り離 し,この間の部分を中央で横に二

分する｡ さらに,それを背骨に沿って縦に二

分する｡斜めに切 りとった肋骨の部分 kui_

hmgは肋骨に沿ってそれぞれ二分する｡

胃は外側 hzno'to内壁d妙にわかれるが,こ

のうち内壁 と背骨のなかの脊髄 toqgliは,古

老だけが生食する｡ 水牛の部位は頭 6ro,育

fLqang,前足,後足,胸,腹 kawer,腰,皮 kゆkQP,

腹の脂肉,肋骨の部分などにわけられる｡

肉の分類に応 じて,肉の分配についても,

細かな規則がある｡ 背負い寵に入れた肝臓,

心臓,腎臓,および喉の部分は,槍に刺 して

おいた腹の脂肉と前足の部分とともに水牛の

提供者に与えられる｡胃,腸,腹皮と背皮の

部分は,参加者の人数に応 じて切 りわけ,串

kvekに刺 して各人に分配される｡ この分配

された肉は♪dsingという.他の部位の肉は

葬礼における共食用に消費される｡

ウェンニイの友人が水牛の頭をもち,ほか

の者 もそれぞれ肉を分担 して担ぎ,帰途につ

いたのは午後 2時ごろであった｡ 途中,山中

の聖屋で休む｡聖屋は他村との境界であり,

anttoが住む場所 と考えられている｡ こうし

た場所では普段でも必ず休息 し,火を起こし

てanttoに無視 していないことを示すのであ

る｡さらに進んで,ムラの居住区と水田の境

を流れる沢につ くと,全員がそこで水浴 した

あと居住区に入る｡ 水浴 して垢 chegaを流さ

ないと,疫病がムラにもち込まれると信 じら

れている｡この日,オッチャス老の村外に住

む親族が弔問に訪れるが,彼 らもまた,居住

区にたち入る前に水浴 して,汚れを洗い流す

のである｡もち帰った水牛の肉は,分配され

た物以外は,すべて死者の家の前の庭につ く

った水牛棚に載せておく｡青年と古老たちは,

それぞれのdtoに行 き,そこで火を燃やして

暫 く留まる｡

この間に居住区のなかでは,女性たちが死

者の家の横で,稲を共同で脱穀 している｡ と
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ころが,脱穀 したあとで,箕で粗殻を除く作

業をしているときに,箕をとり落として米を

ばらまいてしまったQこれは凶兆とされるた

めに,その女性はすぐに家に帰 り,忌龍もり

をした｡埋葬のあと,古老たちは話合いをし

て,この凶兆を蕨うための儀礼を実修するこ

とを決めた｡死者の家では,正午に再び親豚

を供犠してムラ人が共食する｡この供犠はや

はりwand岬 と呼ぶO供蟻がおわると,死

者の椅子の上の横棒に白い綿布をかける｡ こ

れで綿布は3枚になった｡午後3時半過ぎに,

水牛の肉を庭の炉にかけた大鍋で煮て,再び

ムラ人が共食する｡さらに,午後6時ごろ,

子豚供犠 申asを実修 し,同様に共食する｡

夜になると,再び挽歌を合唱し,肩を組んで

緩やかに踊る. 深夜,雄の親豚供犠wardu'噂

を実修し,綿布2枚を死者の椅子の上にかけ,

参会者が共食する｡

10月12日

この日はte'-ernanjnlongと呼ぶ.全村民

が居住区のなかに留まり,死者を埋葬する忌

休日である｡朝に死者を埋葬するばあいは,

その日はsard-evと呼ぶ忌休 日だが,午後に

埋葬するばあいは,その日はJ伽longと呼ん

で区別されるのである｡ 朝5時過ぎに再び子

豚供犠 ゆasが実修される.前日と同様に共

食したあと,午前7時前に穀倉から稲を運ん

でくる｡

昼 にな り,前 日に死 者 の末子 オ ド ド

(ododo)の妻ヘレン (Helen)がバギオから運

んできた親豚を供犠するOこの供蟻 もward-

W噂 と呼ぶ｡前足2本と背皮を死者の長男マ

ンガタムに贈 り,首の部分を豚の運搬を手伝

った青年たちに与え,ほかの部分は煮て葬礼

の参加者が共食する｡マンガタムに贈った部

分は,のちに親族だけの共食儀礼に使う｡午

後 3時ごろに他村からの弔問客たちが帰村 し

ていく｡ムラ人は居住区の境まで見送るが,
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居住区の外には出られない｡そのあと,葬礼

中に脱穀に使った白や杵をかたづける｡

ついで,水牛の頭の解体にとりかかる｡水

牛の頭は,丸 く頭蓋骨を切 りとり,角といっ

しょに頭頂部を切 り離す｡脳をとり出し,柿

子殻の椀に入れて水牛棚に載せる｡額の皮を

縦に切 り,頭から皮をはぎとり,皮を四分す

る｡顎の皮もはぎとり,これらの皮をすべて

大鍋に入れて煮る｡ 上顎と下顎を,耳の下で

水平に切 り離し,下顎は舌を切 り離し,舌以

外の部分をすべて大鍋に入れる｡ 舌は縦に二

分 し,ファルニカン (Farmican)とチャピイ

ェン (Chapiyen)に分配 した｡葬礼の期間中,

動物供蟻や解体,肉の分配などを手伝った者

-の謝礼である｡水牛の頭は,日の部分の下

で水平に切 り,鼻や上顎の部分と切 り離す｡

上顎の部分はやはり大鍋に入れる｡肉を煮る

間に,後足を1本解体 し,前日の水牛供蟻に

参加しなかった者たちに, 1戸ごとに分配す

る｡

午後 5時過ぎごろに,綿布のうちbinLWd-
kanと.砂a10ngを1枚ずつ横棒から下ろし,

等分して孫,曾孫に与える｡ すでに成長して

いる孫は,それを死者の幼い曾孫に与えるこ

ともある｡ 多く集まると,いくつかの布を縫

い合わせて,腰布や禅にして身につける｡ 死

者の霊が布をまとった孫や曾孫を庇護すると

いう｡ついで死者の口を覆っていた禅を外 し,

山刀,マッチとともに袋に入れ,副葬品とす

る｡死者 の椅子 の足 もとに溜 った屍 汁

cheyengは白い布にくるみ,死者の家の庭に

掘った穴に埋める｡この穴もtkd-ov墓と呼ぶ.

死者を死者の椅子に括 りつけていたヒゴを切

る一方,入口の前に板をおき,6本のヒゴを

横に並べる. その上に綿布♪inLWdkanを敷

き,その上にさらに綿布fya-ongを敷 く. 死

者の上衣♪inanayを外 し,綿布の上におく｡

オッチャス老のふたりの息子が,腕に巻いて

いた腕鈴を外 して,その上に載せる｡
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死 体の膝に結んであった消炭は,死者の息

子ふたりに与えられ,ふたりはそれを各自の

家の 2階の部分fdrtyに保存 しておくO死体

を死者の椅子から外 し,綿布の上に,上を向

けて伸展位のままおく｡死体を綿布で包んで

外からヒゴで縛る｡こうした過程は,ロマソ

ク (Lomasok)とアポログ (Apouog)が行なっ

た｡アポログはさらに死体を担ぎ,ロマソク

の先導で急いで墓に行 く｡墓は,77ルニカ

ンの家の庭の外れの石垣に横穴を掘ったもの

である｡ 死体の運搬にたずさわったのは成人

男性ふたりで,女性は死体の運搬にたずさわ

らない｡ 運搬者は村外からの婚大著,あるい

は子どものない男性が行う｡

墓に死体を運ぶ途中で,犬や鶏,蛇などが

道を横切ることは凶兆とされるため,先導者

はこれらの動物を見張 り,もし動物がいれば,

これを排除する役割を果たす｡死体は足から

墓穴に入れ,頭が墓の入口に向くように横た

える｡ 副葬品の入った袋も,その脇におく｡

急いで墓穴から出てきたアポログとロマソク

は,南に向かい,chedaay砂-LQ血のadKa-

laulttanと唱える｡南に位置するこの地の最

高峰 Kalawtbn山が まだ明るいの意味であ

る｡ 墓穴のなかの暗さを忘れるための短い

わtqyaで,墓穴に入った者は出ると必ずこう

唱えるという｡

この間に,フアンゲ ッド(Fanged)が,死

者の椅子を西の沢の下方に捨てる｡この沢は,

居住区と水田の境界をなしている｡ 下流の方

向は劣位の方位であり,さまざまな穣れや疫

病は,すべて下流の方向に流すのである｡

omq kananm6tegasnanlakod,すなわち,

汝,疫病よ,下流に去れ,というのが,こう

したときの一般的な唱えごとである｡

マリコン村の居住区には,東西に2本,北

西から南東に流れる沢があり,葬礼に用いた

死者の椅子,楓殻,服喪中に着ていた衣服な

ども,すべてこの沢に捨てる｡つづいて,前

庭で豚供犠 lom-odを実修する｡ 豚の提供者

はワシントン (Wasington)である｡ 供犠のあ

とで巻貝,消炭,租それぞれ一つずつをガど

の葉に包んだ物をもって,チョイカウェンが

Kavo'kavを詠唱する｡ 内容は10日に詠唱した

同名の神話とほぼ同じである｡供犠 した豚は,

再び解体 して大鍋で煮る｡ ガどの葉で包んだ

物は入口の敷居の下に差し込んでおく｡ 死者

の家の入口の外では,死者のふたりの息子が

左 手 を 出 して 重 ね, 上 か ら ゴ ソ ダ ン

(Gosodan)が唱えごとをしながら柵子殻の椀

に汲んだ水を注いだ｡唱えごとは以下のとお

りである｡

｢さあ,どうかすべての疫病をもって去っ

てください｡なぜなら,この者たちはあなた

の子どもや孫たちです｡彼らが健康で長命で

ありますように｣｡

午後 7時ごろ,煮えた豚肉を分配 ･共食す

る｡そのあと,水牛棚から水牛の角と顎の骨

以外の肉をすべて死者の長男の家に移す｡参

会者は大部分が帰宅 し,死者の家では古老数

人が残って,食事 したり話をしたりしている｡

オッチャス老の死後,死者の屋内で食事する

のはこのときがはじめてであり,このときま

で死者の家のなかで食事することは禁忌であ

る｡

午後 8時過 ぎに,Sゆchak儀礼の準備をす

る.東の沢か らジュズダマIastaviと萱 ka_

dbmnI卿 を切ってきて,死者の家の入口の

外におく｡ 午後11時前にゴソダンが屋内で鶏

を供犠する｡ この供蟻 もSゆchakと呼ばれる｡

屋内の炉に庭の炉から太い薪を移 し,小壷

fdngaをかけ,解体 した鶏を煮る. 煮えると,

入口からなかに向かって藤の朱に米飯,ジュ

ズダマと萱,小壷を並べ,これを前にして神

話Sゆchakを詠唱する｡ ついで,ゴソダンが

家の周 りを,ジュズダマと萱をもって,叩い

て廻る｡この儀礼的行為もSゆchakと呼び,

集まったanttoを去らせるという. このとき
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のto吻aは次のとおりである.

｢死から残った者よ,汝のために,私は叩

いて廻る｡ われわれ残された者が､死者のか

かった病気にかからぬように｣｡

鶏の足の部分は,やはり西の沢に捨てる｡

鶏の鋭い爪が,anttoを引っ掻 き,なお去 り

かねているα〝ibを去らしめるという｡ 煮え

た鶏の肉は,オッチャス老が属 していたdわ

であるLowaqgm に運び,古老男性たちがそ

こで共食する｡

このあとも,日常的な生活の回復が,いく

つもの段階に区切って順次行われる｡ すでに

庭の炉から屋内の炉へ火を戻すこと,屋内で

の食事などが,死者の家でこの日はじめて行

われた｡ただし,死者の服喪親族が直接にそ

れを行うことはできず,先に古老たちによっ

て行われなくてはならない｡このことは,新

夫婦のために新 しく家をたてたときも同じ

で,新夫婦がいきなり新しい家に入 り,料理 ･

食事 ･睡眠など日常的な活動を行うことも,

禁忌である｡必ず古老たちが,これらの活動

を一つ一つ先に行なってからでないと,その

家の持主たる新夫婦に危険が及ぶと信 じられ

ている｡ いずれのばあいにも,屋内における

日常的な活動 をは じめることを,in-aわqg

nandfong家を熱 くする,と表現する.

このあとも,死者の家では,葬礼中は禁忌

とされていた日常的な活動,たとえば宿泊,

料理,生肉や野菜の屋内へのもち込み,棚か

ら下ろしてあった品物を棚に戻すこと,水田

の巻貝や ドジョウのもち込み,山林から薪を

伐って運び込むこと,焼畑からガどの葉を切

ってもち込むことなどが,長い日数をかけて

行われる.これらの行動は,すべてantbの

障りなどの危険が伴うと信 じられており,凶

兆のないことを慎重に見守 りながら,古老男

女によって儀礼的に行われていくのである｡

この夜,屋内では,オッチャス老の死後は

じめて,人がそこで眠りにつ く｡ この最初の
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眠りは,やはり古老によってなされる｡ほか

の人々は,古老たちの眠りを妨げないように,

死者の家には近づかない｡炉の火は終夜,絶

やさないようにする｡ ほかのムラ人は居住区

内での労働はできるが,外での労働はまだ禁

忌とされる｡

10月13日

hzksonnanna妙 と呼ぶ,服喪親族の忌休

日｡ ただし,ほかのムラ人は居住区の外に出

ることができる｡ 語義はanttoが去ることで

ある｡ 早朝,これまでほかの家に運んであっ

た鍋や食器を屋内に運び込み,死者の子ども

夫婦が,11日に供犠した水牛の肉を屋内の炉

ではじめて煮て,古老と共食する｡ ただし,

鍋や食器を屋内におくことはできるが,まだ

壁や炉の上の棚におくことはできない｡朝食

のあと,前日,庭の炉から移した太い薪を再

び庭に出し,屋内の炉では日常用の薪を燃や

す｡虹が出ること,夜に兵が近 くで鳴くこと,

席が聖樹の森に舞い下 りることなどはやはり

凶兆であり,こうした凶兆があると,日常的

な活動の回復は中止され,翌日再び同じ過程

が繰 り返 し行われる｡

夕方,タダワン (Ta也wan)とパ ンゲスフ

ァン (Pangesfan)が,水牛棚においてあった

水牛の角と顎の骨を,長さ1mほどの棒の上

部に打ちつける｡ 墓にこれを運び,墓の入口

の脇にたてる.この記念物はmodと呼ぶ.

たてると,つぎのようなわ妙aを唱える.そ

の内容は以下のとおりである｡

｢貴方のための水牛がここにあることは,

すぼらしいことだ｡だから,残った家畜は再

び私たちの物にしてください｡ああ,貴方は

行ってしまった｡私たちはここに残された｡

私たちは貴方が生前に行なった正しい行いに

従って生きたいと望んでいます｣｡

夜にかけて,再び水牛の肉を煮て共食し,

多数の古老がこの夜も泊り込む｡

1
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10月14日

服喪親族の忌休 日｡te'-eynanlawasと呼ぶ｡

hzwasは間合い,間隔の意味である｡ ムラ人

はオッチャス老の死から埋葬までの期間,宿

住区の外での労働 を禁忌 とされていたため

に,さまざまな仕事が潜っている｡ この日,

死者の家では前 日と同様に,水牛の肉を煮て

共食 し,古老たちは死者の親族とともに,世

間話 Lq-LWkongをしているが,ほかの多 くの

ムラ人は,稲の脱穀 ･水仕事などをする｡ た

だし,まだ水田で巻貝をとったり,農耕に従

事 したりすることはできない｡山林に行って

薪を伐るばあいも死者の家から直接に山林に

出かけることはできず,一度帰宅してから行

かねばならない｡ この夜,泊 り込む古老は近

親の者たちだけにかぎられ,他の古老たちは

それぞれ帰宅する｡

10月15日

av-dvonと呼ぶ,服喪親族の忌休 E] ｡ この

日は♪achongna,つまり,もとに戻る日だと

いう｡ 早朝に,ムラ人が塩づけにした水牛の

皮 kochil,同 じく水牛の肉 kindkang,乾豆

♪archa,米などを死者の親族のために贈る｡

これをゆasと呼ぶが,ゆasはまた,物 を下

に下ろすこと,葬礼のために稲を穀倉から運

び出すことも意味 している｡ 死者の家の炉で

これらの一部を料理 し,死者の孫や曾孫 も死

者の家で食事する｡

朝食がおわると,マンガタムとウェンニイ

を除いた他のムラ人が,居住区を出て水田に

行き,儀礼的漁労を実修する｡ この儀礼をお

えた者は,水田における労働の禁忌が解かれ

る｡

女性と子どもが,水田で巻貝や ドジョウ,

ゲンゴロウ虫などの儀礼的漁労に従事するの

に対 し,成人男性たちは,水牛供蟻を実修 し

た山林に行き,イニシエーション儀礼のとき

と同様に,蟹や蛙の儀礼的漁労を実修する｡

前者はmangtqkong,後者は〝∽qgidewと呼

ぶ｡Lqkongは巻貝,kddewは魚の意味であるO

昼食前に,それまで残っていた,死者の椅

子の上の横棒を沢に捨てる｡また水牛棚を解

体 して,死者の家の前に炉をつ くり,棚にし

た木を燃す｡儀礼的漁労の獲物は,死者の家

にもち帰 り,副食物 chinengcheqgとして米飯

とともに共食する｡ 古老以外のムラ人や死者

の親族が,居住区外の食物を食べるのはこの

日がはじめてである｡この食事をおえると,

水田や森の食物に対する禁忌が解かれ,また

ムラ領域の外に出ていくことも可能になる｡

ただし,死者のふたりの息子とその妻たちは,

忌明けの儀礼まで山仕事,田仕事などの禁忌,

塩づけの豚肉および水牛の肉,乾豆,米など

以外の食物に対する禁忌,水仕事 ･水浴 ･散

髪 ･着がえ ･儀礼参加などに対する禁忌に服

する｡

葬礼中に箕を落とした凶兆があったため,

この日の夜,凶兆を破う儀礼 nomanを実修

する｡ 死者の家に古老たちが参集し,屋内で

カラ (Kara)が鶏を棒で叩いて供犠 し,鶏の

胸を裂いて胆嚢の長さや形で吉凶を 卜占す

る｡鶏は両足と胸を切 り離 し,腸や砂胆を柵

子殻の椀に汲んだ水で洗ったあと小壷で煮

る｡煮えると,大充に鶏の首と上半身のつい

た部分を載せ,米飯,米酒とともに入口の内

側に並べ,その前で神話Kentadを詠唱する｡

kentadは防ぐの意味で,あらゆる凶兆を破う

ほか,早魅 ･疫病 ･洪水 ･崖崩れなどの災厄

が起きたとき,また首狩りで殺された者の葬

礼のときにも災厄を疎い,不幸の連続を止め

るために,この神話を詠唱する｡

Kenねdの詠唱ののちに,参加 した18人の

古老男女のうち,6人の古老男性が供物を共

食 した｡Kentadを詠唱するときの供犠獣は,

いずれもきわめて危険な食物とされ,すでに

孫をもつ古老男性以外はこれを食べることが

できないとい う ｡ ムラ人がムラの外で殺され

309



東南アジア研究 24巻 3号

たり不慮の事故で死亡したときに,その葬礼

で供犠した家畜は,しばしば古老でさえ恐れ

て食べるのを拒むこともある｡ そうしたばあ

いには,供犠獣の肉はそのまま埋められる｡

10月16日

服喪親族の忌休 日｡朝はakrtQ,夜 には

k申ok砂 と呼ぶ儀礼が実修される. 早朝,前

夜から死者の家に泊まっていた古老たちが,

屋内と家の周囲を掃除する｡粗殻,炭,灰な

どの塵灰 k卿 rOkwo:破壊するの意)を西

の沢に捨てる.akタ坤 は腕一杯の物を捨てる

の意味である｡その後,前日にムラ人から贈

られた豆や米を服喪親族の間で分配する｡ 分

配にあずかったのは10人である｡彼らの名前

および死者との関係は次章で検討する｡

午後からは,服喪親族が各自の穀倉で鶏供

蟻を実修する｡ それぞれ,家の炉から藁束に

火を移し,鍋,塩づけの豚肉,水,生きた鶏

をもち,各自の穀倉に行 く｡穀倉の前で石を

組んで炉をつくり,藁束から火を移す｡鶏を

棒で叩いて供犠し,羽を抜 く｡鶏を火であぶ

ったあと,胸を裂き,胆嚢で吉凶を卜占する｡

解体したあと,鍋で煮る｡ 近くで萱を刈 り,

先を丸 くした萱を穀倉の扉 と柱に刺 してお

く｡ 軒の裏に,鶏の羽を刺して帰ってくる｡

鶏の肉はそこでは食べず,夜にそれぞれの家

で共食する｡上記の服喪親族がすべて儀礼の

実修者である｡ また,マンガタムの穀倉には

ワシントンとオロケン (Oroken)が,そして

ウェンニイの穀倉にはジャクリン Oakh)と

イナンマ (hamm a)が行って,儀礼を実修し

た｡

夜になって,上記の儀礼を実修した者たち

の家に古老が参集し,再び鶏を供犠する｡つ

いで,死者霊を呼ぶ唱えごと,fd-Lqを詠唱し,

壁にかけた小さい供物龍♪am如Lanに生の肝

臓の一部を供える｡ この唱えごとの内容は以

下のとおりである｡
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｢さてここに,貴方の子孫が kqgok砂儀礼

を実修しています｡だから,貴方のために消

費した食物を返してください｡貴方は彼らの

祖父のオッチャス老だから,食物を返し,貴

方の稲を豊作にし,そして,貴方の豚を多産

にしてください｡貴方たち,すべての祖父母

たちよ,彼 らは貴方たちを呼んで,k申okゆ

儀礼を実修 しています｡たぶん,貴方たちは

理解してくださるでしょう｡ 貴方たちはすで

に,米を私たちに返し,豚を多産にしてくだ

さった｡なぜなら,彼らはすでに貴方たちを

呼んだことがあります｡彼らは貴方たちの子

孫ですから,彼らの壷を冷たくし,彼らを健

康にしてください｣｡

このように唱えたあと,供犠 した豚を共食

して儀礼がおわる｡ この儀礼がおわると,箕

をとり落として忌龍もりをしていた女性の禁

忌も解かれる｡

11月 6日

この日は,hi'-ernank喝ひタ癖ongと呼ぶ,

死者の子ども夫婦の忌休日である｡死者のふ

たりの息子の家で,女性塞医が鶏を喉を切っ

て供犠し,その血を幅広の葉に受け,これを

わtQyaを唱えながら東の沢に投げる｡ 同時に

そこで ドラを打ち鳴らす｡ 唱えごとの内容は

以下のとおりである｡

｢貴方たち,死者親族よ,父よ,母よ,き

てください｡親族たちよ,ここに供物をもっ

てきました｡だから,ここにきて,病気をつ

まんでとり除き,洗って除いてください｡な

ぜなら,彼らは貴方たちの子孫です｡彼らを

健康にしてください｣｡

k喝ひタ癖ongは kowkow:強固にする,固

めるの意の名詞形である｡ 翌日から,ウェン

こイとマンガタムの妻たちは,棚田に行って

働 くことができる｡ ただし,マンガタム兄弟

はまだ禁忌が持続している｡
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11月10日

この日はte'-ernanmangd-ewと呼ぶ,死者

の子 どもの忌休 日である｡maI癖-ewは儀礼

的な山仕事を指す｡午後 2時ごろ,死者の息

子ふたりが,古老男性のひとりのカラに先導

されて山に向かう｡ 枝を儀礼的に3本切 り,

束ねて家に運ぶ｡このとき,斧や山刀が刃こ

ぼれするのは凶兆とされる｡ また,薪を束ね

た紐が緩んで束が崩れるのも凶兆であり,慎

重にとり扱うべきだとされる｡

11月12日

鶏供蟻の儀礼 manmanokと呼ぶ,死者の

子の忌明け儀礼｡親や配偶者が健在のばあい,

これらの服喪親族の忌明け儀礼はLegadとい

う｡ マンガタムとウェンニイが朝,西の沢に

行き,形だけ首筋に水をかける｡衣服をそこ

でかえて,古い衣服はその沢の川下に流す｡

行き帰 りの道を,犬 ･鶏その他の動物が横切

らぬように古老が先導する｡ 家に戻ると,栄

酒を飲み眠ってしまう｡ この過程ではいっさ

い口をきくことはできない｡この日,他者が

彼らの家に入ることも禁忌である｡鷹が居住

区にきたり,虹が出たり,夜に臭が鳴いたり

すると,凶兆で忌休 日が破られ,翌日再び,

同じ儀礼を実修する｡この儀礼がおわると,

死者の親族の服喪はすべて終了する｡

ⅤⅠ 親族行動と世界観

ボントック族の親族組織については,すで

にい くつか報告 しておいた [合田 1982;

1983]ので,本稿 との関連で重要な点だけこ

こに指摘 しておこう｡フィリピン諸民族の親

族組織は,マ- ドックによっていわゆる双糸

社会に分類された [Murdock 1965]｡しかし,

筆者が調査 したボントック族の親族関係語

秦,相続 と養取慣行,山林の共有単位 として

の親族集団の様態などからみるかぎり,マ-

ドックの類型化はボントック族の族制理解に

はほとんど無益であることが明 らかになっ

た｡

ボントック族の親族関係語柔によれば,求

ントック族は夫婦と子どもを含む,いわゆる

核家族にあたる語嚢をもっていない｡親族関

係の認知は,二者関係を指す語の様態から窺

うことができる｡ボントック語では,父と息

子または父と子を指す語としてsin-a〝∽ない

し♪ang-amaを用い,母 と娘 または母 と子を

指す語にsin-inaない し,bang-inaをあてて

いる｡ 神話のなかで用いられるmangosoと

いう語は,sin-amaないしsin-inaのいずれか

一方を指示する語である.sin-asdwaは夫婦

を指 し,sin-廟 は兄弟姉妹ない し血縁関係

にあると認知された人々を指すが,これらも

二者関係 を指示 している.sin-a-amaのよう

に,語根の第 1音節を重複させると,3人以

上の関係を指示することになる｡

彼 らの相続慣行および養取慣行の分析か

ら,筆者はボントック族の血縁紐帯が婚姻紐

帯に比べて著 しく卓越することを指摘 した

[合田 1983]｡ボントック族は,世襲の水田

を父から長男に,母から長女に大部分相続さ

せることを理念とする並行系相続の規範をも

っている｡夫婦は結婚後も別財を維持 し,も

しも子どもがいないばあいには,夫は自己の

血族から養子を選び,妻も同様に自己の血族

から養子をとる並行系養取を行うのである｡

このことは,結婚後 も夫婦の財産が家産とし

て統合されないことを示 している｡子どもの

ないままに死亡 しても,死んだ配偶者の財産

を夫や妻が相続することはできず,こうした

財産は,死者の血縁者に分与されるのである｡

また,夫が妻に断 りなく妻の財産を処分すれ

ば,それはたとえ鶏 1羽でも離婚の原因にな

ったという｡

単系的な出自集団は存在 しないが,彼 らは

共有の山林をもち,この山林の権利は開拓の
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始祖の仝子孫によって共有されている｡こう

した点に鑑み,ボントック族では兄弟姉妹関

係ないし血縁関係が,婚姻関係に卓越すると

指摘 したのであった｡

このことが,葬礼ばかりでなくボントック

族の儀礼における親族行動の理解,とくに婚

姻関係によって関係する人々-姻族の行動を

理解するうえで重要である｡ ただし,血縁柾

帯が婚姻紐帯に比べて卓越するということ

が,そのまま儀礼における姻族の地位の低さ

に結びつ くわけではない｡むしろさまざまな

儀礼において,姻族は重要な役割を果たして

いる｡ただ,その役割が血縁関係にあるもの

とは明らかに異なるのである｡ とくにボント

ック族が姻族をどのように儀礼的に位置づけ

ているかという点を中心にして,葬礼におけ

る親族行動を分析 してみよう｡

本稿で報告 した良い死の葬礼のばあい,直

接に厳 しい喪に服すのは死者の子どもであ

る｡ 死者の子どもの配偶者には,それほど厳

しい禁忌は課せられない｡死者の傍系の親族

は服喪の義務をもっていない｡死者の葬礼に

おいて,共食用の供犠獣や米を提供する権利

と義務を負うのは,死者の直系の子孫で既婚

の者である｡前章で述べたように,10月16日

のakI吻儀礼のときに,ムラ人から贈 り物を

受けた人々がそれである｡ 彼らの名前と関係

は以下の とお りである｡ 1)フ アンガ ン

(Fanngan):マンガタムの長女. 2) ワシン

トン :マ ンガ タムの長男｡ 3)オダイヤ

(Odayya):マンガタムの次女｡ 4)クララ

(mara):マ ンガ タムの三女｡ 5)オロケ

ン:マンガタムの次男｡ 6)イナンマ :ウェ

ンニイの長女｡ 7)アウイデン (Awiden):

ウ ェ ンニ イの 長男｡ 8)チ ャ リム カ イ

(Cha血nby):ウェンニイの次女｡ 9)ジャ

クリン :ウェンニイの三女｡ 10)オ ドド

(Ododo):オッチ ャスの三男オ ドドの二男

(父と同名)｡死者のふたりの息子,マンガタ
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ムとウェンニイはここからは除かれている｡

これをみると,ムラ人がどの範囲を服喪親

族とみなしているかが明らかになるだろう｡

死者の子どもは,直接に厳 しい禁忌に服する

ことで服喪親族とみなされていることが判る

が,それ以外にも直系の孫や曾孫は,葬礼中

に共食用の食物を提供 し,ムラ人から返礼を

受けとる人々なのである｡ 彼らは,葬礼中は

居住区から出ず,葬礼の準備などにもたずさ

わらない｡

ほかに前章で名前をあげた人々について,

彼らと死者との関係を以下に整理 しておこう

(図4)0

a)サイエウ :ウェンニイのDDHM:女性

韮医,病因の 卜占,治療,想霊.

b)フェリパ :死者の BWFBSSD:anttoに

よる腹痛,ウェンニイが治療｡

吏 チャミヤス :マンガタムのW:死者の

息子たちに腕希をつける,死者の綿布づくり,

死の宣告｡

31 7アトヨッグ :村外からの婚入者,関係

不詳 :e)の補助｡

31 チョイカウェン :マンガタムのWFZS:
神話Kav6kavの詠唱｡

ii アルヨサン :マンガタムのWZ:最初の

儀礼的沸泣｡

31 モワイ :死者の BW:最初の儀礼的沸

泣｡

Bi ウェンニイ :死者の次男 :治病のための

神話の詠唱,最初の儀礼的沸泣｡

i)アンセガン :遠い関係 :anttoに潰依 さ

れたサイエウの世話, 卜占師｡

i)アワネン :遠い関係 :am'toに漕依され

たサイエウの世話, 卜占師｡

k)77ルニカン :死者の BWFBSS:供犠

獣の解体,料理,肉の分配｡

1)チャピイェン :村外からの婚入者,関係

不詳 :供犠獣の解体,料理,肉の分配｡

m)ロマ ソク :死者 の BWFBSSS,q) の



注)側線を引いた者は.葬礼にたずさわった親族. また, 人名右肩の番号およびアルファベ ットは,本文に対応 しているo

図4 オッチ ャス老の親族関係者
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S:死者の椅子づ くり,死体の運搬｡

n)アポログ :村外からの婚入者,関係不

詳 :死者の椅子づくり,死体の運搬｡

o)フアンゲット:村外からの婚入者,関係

不詳 :死者の椅子づくり,死者の椅子の処理｡

旦1 ゴソダン :マンガタムのWFZDS:死者

の息子たちの清め,sQchak儀礼.

31 パ ンゲスフアン:死者のBWFBSS:水
牛の角の記念物をたてる｡

_Ii タダワン :q)のWB:q)の補助｡

31 カラ :死者のBWBS:凶兆を破う儀礼,

儀礼的山仕事｡

上記の人名の前のアルファベ ットに下線を

付 した者は,富者の階層に属する者たちであ

り,それ以外は貧者の階層に属する｡ 葬礼の

準備や動物供蟻などの仕事は,すべて貧者の

役割である｡ マリコン村に9人いる魂医も,

8人までが貧者の階層の人間である｡ただし,

祭文の詠唱は富者が行う｡

図4をみると,葬礼の主要な行動が死者の

兄弟姉妹あるいは子どもを通じた姻族によっ

て行われているのがみてとれよう｡死の宣告,

儀礼的沸泣を行うのはもとより一,anitoに悪

依された者も姻族の女性なのである｡また,

供犠獣の解体,料理,肉の分配,死体の運搬

などはすべて姻族の男性の役割である｡ さら

に,凶兆を蕨う神話を詠唱し,あるいは死者

の子どもの穣れを清め,儀礼的山仕事によっ

て日常性を回復する儀礼なども,すべて姻族

の男性の役割とされている｡ 上記のd),l),

∩),o)なども,広義の姻族と考えてよい｡

オッチャス老の妻方の親族が葬礼の過程で

何の役割も果たしていないのが奇妙にみえる

が,これは妻 トマカン (Tomakan)がすでに

死亡しているためだという｡ 姻族関係は,夫

婦の死による婚姻紐帯の消滅とともに過去の

ものとなり,儀礼的な場面ではより新しい姻

族関係が機能するのである｡オッチャス老の

兄弟をみると,弟マググソン (Madagson),
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兄コジャマット(Kqjamat)の妻方の親族が儀

礼の多くの場面で何らかの役割を果たしてい

ることが明らかである｡ 兄の妻方の親族は,

同時に息子の妻方の親族でもある｡e)チョイ

カウェンは,死者のSWFZSであると同時に,

死者のBWMZSで もある.チ ョイカウェン

の妻は,同時に死者の弟のWFBSSWZであ

る｡

姻族 を指す chemangという語は,対岸,

谷を挟んだ向かいの山の斜面,他界,antto

の世界,生き霊などの意味ももっている｡周

辺に展開する友好的なムラは,潜在的には敵

になる外の世界-他界でありながら,同時に

婚姻によってムラに豊穣をもたらす源泉にな

っている｡そこはまたanitoの世界であ り,

死者の世界でもある｡ 姻族はかかる他界を象

徴する存在であり,このことが,葬礼の儀礼

的役割のほとんどすべてを姻族が担当する根

拠 となっているのであろう｡

ところで,ムラ人の死は,潜在的には村外

からのanitoの攻撃-首狩 りの攻撃の結果で

もあると考えられている｡ 山林における水牛

供蟻は,血管のために敵のムラに首狩りの攻

撃をかけることの象徴的な表現なのである｡

それによって災厄を疎い,ムラに豊穣をもた

らすことができる｡

首狩りと婚姻とは,潜在的な敵-他界から

豊穣を得るという点で,異なった表現による

同じ意味の表出だともいえよう｡ ただし両者

は,豊穣を得るために,一方は性的 ･社会的

コードを用い,他方は暴力的 ･政治的コード

を用いるという意味で相補的である｡ 潜在的

な敵と考えられる姻族は,同時に死や他界と

関連 した存在であり,敵と身内の媒介項とし

て社会的な両義性をもつとともに,儀礼的に

も生と死を媒介する存在として,二重の両義

性を担っている｡

かくして,人文地理的な意味での同心円的

な空間の区分は,生活空間,動物,食物や料

ト.トルけートト
l
柚は



合田 :オッチャス老の死

理法などの象徴的な意味を媒介として儀礼的

な空間区分やanttoの世界 と重なり,首狩 り

と婚姻の関連から,さらに姻族を媒介とする

社会的範噂 とも関連 しつつ,全体としてのボ

ントック族の象徴的な意味世界を構成 してい

るのではないだろうか｡

ⅤⅠⅠ お わ り に

本稿は,ボントック族の-古老の死をめぐ

って,どのようなできごとが起こり,いかな

る儀礼的な対応が行われたかを,できるかぎ

り,詳細に記述 してきたものである｡ 筆者は

この事例のほかにも,ボントックの南方 160

km に位置するバギオに出て働いていたマ リ

コン村の男性が,そこで刺 し殺されたときの

葬礼をはじめ,いくつかの葬礼に参加 し観察

する機会を得た｡ムラ人の死に対する対応は,

死者の年齢や社会的地位,死の原因,死んだ

場所などによって多様な偏差がある｡ボント

ック族は,死者の葬礼は必ず出生のムラで実

修するべ きだとしており,たとえば,バギオ

でムラ人が死ぬと,バギオに出稼ぎに行って

いたすべてのムラ人が一斉に職場を放棄 し,

死体を運んでムラに帰ってくる｡ もしも,溺

死などで死体があがらぬときも,その地に行

き小石一つでも拾ってくるのである｡

また,死後に死者がどのようなanttoにな

るかという信仰についても,上述の要因によ

って異なる｡埋葬の方法にも,死の原因や死

者の社会的地位,死んだ場所などによって,

やはり大きな偏差がある｡

こうした多様性をもちながらも,ボントッ

ク族の葬礼は,ある種の論理的な一貫性をも

っているように思われる｡ 彼 らは,彼らの生

活空間を明らかに同心円状に分類 し,家/宿

住区/水田/山林/友好的なムラ/敵のムラ

/神話上のanttoの世界といった区分がなさ

れている｡この空間世界に,川上の方向,山,

天の優位 と,川下,谷,地上の劣位,という

対立する方位観が重なっているのである｡ム

ラの立地状況によって,優位の方向が東 ･北

に重なることが多いのは,村落を構成するば

あい,寒い北風を避けて南面に立地させるこ

とによるのであろう｡ しかし,急峻な山地が

多 く,集村形態による村落構成のための適地

の少ない地域なので,ムラによっては,南や

西に山が くるばあいもある｡ このときには,

東西ではなく,川上一川下の方位が優劣と対

応 して現れている｡ これとは別に,朝 日を神

聖視するという信仰 もある｡ たとえば,妊婦

が朝 日を浴びて水浴すると白子が生 まれる

とか,朝 日に尻を向けて排壮すると尻が腐る

などの信仰,屋内で眠るときは,顔が朝日に

面 しないように,入口に頭を向けて眠るとい

う習俗などに,東ないし朝日の優越が示され

る｡

葬礼にかぎらず,ボントック族の儀礼体系

には,常に儀礼的な忌休 日te'-erを決めて,

忌寵 もりを行うという規範的行動様式がみら

れる｡ 儀礼ごとに,同心円状の空間区分のう

ちいずれかの境界を儀礼的に封鎖 し,境界の

内外の交流を断つのである｡ たとえば,出産

があると,その家の前に封鎖印をたてて,産

婦とその同居親族が忌寵 もりをするし,葬礼

のときには居住区と水田の境,田植えのあと

には水田と山林の間が儀礼的に封鎖されるの

である｡

空間の分類に対応 して,料理法や食物の分

類にも明らかな規則性がみられる｡ 屋内の炉

で日常的に消費されるのは,塩づけの豚肉と

乾豆を煮たスープと米飯である｡ この日常的

に屋内で消費され,日に乾すことと煮ること

という,もっとも加工度の高い食事を一方の

極におけば,対極には,森で供犠 した水牛の

胃と脊髄の生食という,もっとも加工度の低

い儀礼的な食事が位置することになろう｡ こ

の間に,庭に仮設 したやや恒久的な炉で供犠
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獣を焼いて煮ること,水田の畦に仮設した炉

で,塩づけの豚肉を煮ること,穀倉で,鶏を

棒で叩いて供犠 し,焼いたあとで煮ること,

山中の聖屋で,儀礼的漁労で捕獲 した蛙や蟹

を直火で焼 く料理法などが展開するのであ

る｡ 料理法の区分に従って,外に行 くほど加

工度が低 くなり,炉の永続性も低 くなるとい

うことができよう｡

儀礼ごとに,境界の外へ出ることの禁忌,

外の食物や動植物をもち込んだり料理するこ

との禁忌,労働,水浴,貸借,屋内での睡眠,

衣服の交換の禁忌など,要するに象徴的に範

噂変換と関連する行動がすべて禁忌とされて

いる｡そして葬礼の儀礼過程が,こうした禁

忌を課したあとで何段階かにわけて徐々に日

常性を回復する過程であることは,すでに述

べた事例のなかに明確に示されている｡ 屋内

の炉の使いはじめ,泊りはじめ,生肉や野菜

のもち込みと料理,儀礼的漁労,儀礼的山仕

事などは,こうした日常性の回復過程なので

ある｡

かかる禁忌はなぜ課せられるのだろうか｡

ムラ人の死は,いうまでもなく生から死への

重大な範噂の変換である｡ムラ人は,死者が

他の生者を呼び死の世界に連れていくこと,

すなわち死の連続をひどく恐れている｡ その

ため,たとえば死者と親 しかった者は,葬礼

中に改名して,死者に名を呼ばれることを避

けようとする｡ 唱えごとのなかでも,死者に

対 して生者に構わないでくださいとしばしば

祈るし,生者をわざと残された者,死んだ者

と呼んで死者を編そうとする｡範噂変換の禁

忌は,死と生を画然と区別し,両者の混同を

避ける意味をもっていると解釈できよう｡鷹

の飛来や虹を凶兆とするのは,範噂の連続性

と関連 して理解できる｡ 葬礼のあと,ムラ人

は注意深 く地理的,社会的,政治的な連続性

を儀礼的に回復していくのである｡

こうした儀礼的行動は,同時に,anltoへ
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の対応でもある｡ 詳細に分類されたantbは,

人々の生活世界に重なってあらゆる場所に存

在 し,人々に潰依 し,あるいは災厄をもたら

すことで,その意思を表現する｡出産や死の

現場には,生者と同様に多数のanttoが参集

してくると信 じられている｡そのため,これ

らのα〃ib を慰撫 し,ムラから去らせること

が必要なのである｡

疫病や事故などの災厄は,anttoの攻撃で

あると考えられるのと同時に,それはまた,

村外からの首狩りの襲撃であるとも考えられ

ている｡ ムラ人が敵に殺されることは,あら

ゆる災厄のはじまりであり,逆に敵に対 して

首狩りを行うことで災厄を打ち払うことがで

きる｡ 首狩 りはムラの外の強力な敵を倒すこ

とであり,かかる危険をあえて冒すことでム

ラに豊穣 と安寧がもたらされるのである｡

か くて,すでに拙稿 [合田 1976;1977;

1979]で指摘 してきたように,人々は,予測

不可能なすべてのできごとを,みぢかな生活

世界の事象,すなわち空間や動物,食物や料

理法,物の貸借や移動などを象徴化 し,これ

らの象徴を用いて儀礼的に対応することで,

操作可能な事象へ と再構成 しているのであ

る｡ こうしてみると,儀礼こそがボントック

族の生活の中心であることが理解されるだろ

う｡
ところで,こうした空間の地理的,社会的,

儀礼的範噂区分は,親族関係においても対応

関係を見出すことができる｡すでに述べたと

おり,死の宣告,儀礼的沸泣などを行うのは,

主として死者の姻族の女性である｡筆者の調

査 したかぎり,α乃iわに想依されるのも,死

者の姻族が多い｡また,祭文の詠唱,埋葬後

の儀礼などを実修するのは,姻族の男性の役

割である｡

姻族を指す chemangという語は,同時に

川の対岸,川を挟んだ向かいの山の斜面,

anltoの世界,他界,生霊なども意味している｡
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周辺に展開する通婚関係 にあるムラは,潜在

的には敵になる外の世界-他界であ り,同時

に姻族 chemangの世界で もあ るO そこはま

た,婚姻によってムラに豊穣 をもたらす源泉

ともなっている｡逆に,ムラに対する首狩 り

の攻撃は,他界か らの am'toの攻撃で もある.

姻族 を指す語 は,それゆえに対岸,am'toの世

罪,他界,生霊などの意味をもつのだと解釈

できよう｡

首狩 りと婚姻 とは,豊穣の源泉たる外の世

界 とのかかわ りという点で,異なった表現に

よる同 じ意味の表出だともいえよう｡ただ し,

両者は,豊穣 を得 るために,一方は性的 ･社

会的コー ドを用い,他方は暴力的 ･政治的な

コー ドを用いるという意味で相補的である｡

こうした観点にたつ と,葬礼 における姻族

の規範的行動 は,ボン トック族が婚姻 と生や

死 をどのように関連づけているかという問題

を検討するうえで,興味深い資料を提供 して

くれることに気づ くだろう｡ 潜在的な敵 とみ

なされる姻族は,敵 と身内の媒介項 として社

会的な両義性 をもつ とともに,儀礼的にも豊

穣 と災厄の双方を担 う存在 として二重の両義

性 をもつのである｡

か くして,生活空間,動物,食物や料理法,

anitoなどの範時 は, さらに婚姻 を媒介 とす

る親族の社会的範噂 と密接に関連 しなが ら,

全体 としてのボン トック族の象徴的な意味世

界 を構成 しているのではないだろうか｡ こう

した事象のなかに,ボントック族の伝続文化

の体系性 と持続性 を読み とることがで きるだ

ろう｡
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